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はじめに

本書の前身である『現代スウェーデン語発音入門』が刊行されて

から 7年過ぎた．その間教室で使用しながら改善すべき点が見つ

かったり，何人かの方から貴重なご意見も頂戴したまた，前版が

刊行された 2年後にスウェーデン本国で大きなスウェーデン語発音

辞典 (PerHedelin. 1997. Norstedts svenska uttalslexikon)が出版され，

それによりいくつかの疑問や誤解も解けたこれらのこともすべて

含めて，機会があれば改訂をと考えていたところに，同僚の

菅原邦城教授から，「世界を学ぶオリジナル語学教材シリーズ」の

一冊に再び加えてはどうかというお話をいただいた前版も在庫が

少なくなってきたこともあり，ありがたくお受けさせていただいた．

本書がこのような形で刊行できたのも，ひとえに氏のおかげである．

ここに菅原氏にあっくお礼を申し上げたい．

今回は発音表記の仕方を変更し，加筆・修正・削除をしつつ，章

の入れ替えなどを行ない，最新の研究成果も取り込んだ．発音の

表記の仕方の大きな変更は以下の点である．

1) 同ー音節内において強勢のある母音の後に異なる子音が連

続するとき前版も含めて従来の多くの表記の仕方は，たと

えば kvistや halvを [kvis:t], [hal:v]のように記述してい

た．確かにこれらの子音連続の最初の子音 sや lは長子音

で発音されてはいるが，表記上煩雑で余剰的であることか

ら，これら異なる子音の連続の場合には， [kvrst], [halv]の

ように長音記号［：］を省略することにした.Hedelinもこの

表記方式を採り入れている．

2) 短母音の表記のうち前版で使用していた 2記号を今回の

本書では以下のように改めた．

[ t]→ [1] [ro]→ [u] 

なお，念のため Hedelin(1997)の表記と本書の表記とで異な

る点を挙げておく．



Hedelin 本書

[c:] : 日
[u] [u] 

[c] : [e] 

回 [e] 

3) [J]/[fj]について．これらの音はいわゆる自由変異音で，ど

ちらで発音しても意味の相違は来さないし， 日本人には m
の発音習得のほうがより容易であることから前版では [SJ

を用いた一方， [fj]もスウェーデン中央部や南部で広く使

われており， しかも今後広まる可能性が高いと考えられる

ので，今回からは[fj]の記号を使用することにした．

本書を私個人としては前版の改訂版として刊行していただきた

いと考えていたのだが，当プロジェクト委員会から，改訂版ではな

く書名は変えて欲しいとの要請があり，確かに前版とは発音表記の

方針も含め大幅に変更したところもあるので，その要請をお受け

することにした

今回も発音の説明はなるべく多面的に， しかしできる限りわかり

やすいようにと心がけた．初級者が対象だが，前版と同様に本文中

に中級・上級の段階で興味を引きそうな項目について，《参考》とし

ていくつかの文献や説明も加えてあるが，初級の段階ではこの

部分はとばして読んでも差しつかえない．

前版に対して詳細なそして貴重なご意見を下さったばかりでな

く，本書の刊行に先だっても，本稿に丁寧に目を通して頂きご専門

の視点から数々の有益なコメントや巻末のスウェーデン語音声記号

表までご供与して下さった元同僚，大阪外国語大学名誉教授

間瀬英夫氏に心からお礼を申し上げたい．また，同僚の新谷俊裕教授

には技術面をはじめとして本書を改善する上で，多大なご協力を頂

いた．氏の惜しみないご助力に大きな感謝の意を表したい．

間瀬英夫氏，菅原邦城氏，新谷俊裕氏には記して深くお礼を申し

上げたい．本書に良いところがあるとすれば，それは三氏のおかげ

であり，誤りはすべて筆者に責任があることは言うまでもない．

2002年 1月20日

清水育男
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I。文字

§1. アルファベット (alfabet)

スウェーデン語のアルファベットは次の 29文字からなる．

大文字 小文字 発音記号 大文字 小文字 発音記号

A a ［叫

゜゜
［叫

B b [be:] p p [pe:] 

C C [se:] Q q [ku:] 

D d [de:] R r ［四r:]

E e [ e:] s s [es:] 

F f [ef:] T [te:] 

G g [ge:] u u ［丑：］

H h [ho:] V V [ve:] 

I [ i:] w w ['deb:el Ive:) 

J J 廿i:] X X [eks] 

K k [ko:] Y y [y:] 

L l [el:] z z ['sc:ta] 

M ill [em:] A a [o:] 

N n [e叫 A a [ c:] 

゜
5 ［叫

(1)以上 29文字のうち，現代スウェーデン語では q,w, zの3文字

は人名，地名や借入語に現れる．音価は q= [k], w = [ V], z = [ s]で

ある．

Almqvistくアルムクヴィスト〉（姓名）， Wiksellくヴィクセル〉

（姓名），NyaZeelandくニュージーランド〉， zebraくしま馬＞

(2) w は辞書では vの後ではなく， vと同じ項（見出し）に含まれ

て配置されている．

(3)母音字の上に記されたアクセント記号＇は，主としてフランス

語からの借入語や人名などに用いられ，その母音に強勢があり，
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かつ長母音であることを示す．

armeく軍隊>,ideく考え〉， Carlvon Linneくカール・フォン・リンネ＞

（スウェーデンの植物学者〔1707-1778〕；スウェーデン語の

発音に忠実であるなら， リンネは当然リネーと発音される）

《参考》 A,aは北欧語（スウェーデン語・デンマーク語・ノルウェー語）独特
の文字であるが，その起源は 15世紀後半のスウェーデンに発している. 1526 

年に初めてスウェーデン語に翻訳された新約聖書を契機にこの文字の使用が

広まった．古スウェーデン語の長母音 aと一部の短母音の aの音価が aと。

の中間の音価に移行したため， a表記の上に文字oを合成・付加してこの音価

に対応する文字を考案したものと考えられる．スウェーデンではこの文字は長

い歴史を持つが，隣国ノルウェーとデンマークがこの文字を正式に採用したの

は，それぞれ 1917年， 1948年のことである．

なお，大文字Aは科学の分野で長さの補助単位（オングストローム： 1ミク

ロンの 1万分の 1) として使われているこの記号はスウェーデンの物理学者

Anders Angstrom日814-1874〕の姓名のイニシャルに由来している．

注意：スウェーデン語の発音表記は本国の学者によってもそれぞ

れ多少の違いがある．本稿では 1997年に本国で出版された発音辞典

(Hedelin: 1997) と外大の学生たちによく用いられている小辞典

（菅原邦城・ ClaesGari紐綱：1987)の発音表記を参考にして，日本人

学習者に分かりやすいよう次のように多少の修正を加えたものを用

いることにした（「まえがき」参照）．

1)同一音節内において強勢のある母音の後に異なる子音が連続

するとき従来の多くの表記の仕方は，たとえば kvistや halv

を [kvts:t], [hal:v]のように記述していた．確かにこれらの

子音連続の最初の子音 sや lは長子音で発音されてはいるが，

表記上煩雑で余剰的であることから，これら異なる子音の連続

の場合には， [kvrst], [halv Jのように長音記号［：］を省略する

ことにした.Hedelinもこの表記を採り入れている．

2 ---



2)菅原邦城・ ClaesGarlen編 (1987) は短母音の発音記号のうち

次の 2記号を使用しているが，本書は以下の記号を使用した．

[ l]→ [I] [ (i)]→ [u] 

また， Hedelin(1997)の表記と本書の表記とで異なるのは次の

点である．その対応を以下に示す．

Hedelin 本書

［の：］

[u] 

[i::] 

回

［叫

[u] 

[e] 

[e] 

なお， [E],[:;,]については §2.l. の [e]の項を参照されたい．

-3-



Il. . . 

§2. 発音記号とその発音

まず，スウェーデン時で用いられる音を発音記号で示し，その

の仕方を以下に記す．参考までに，スウェーデン語の各音に近

い音を，日本語や他の外国語（英〔＝英語〕，独〔＝ドイツ語〕，仏

〔＝フランス語〕とそれぞれ略す）から例を挙げて示すが，これは

あくまでも近似の音であることは言うまでもない．なお，長音，

強勢，語アクセント記号については以下の通り．

［：］は長音を示す．

[']は第 1強勢がその直後の音節に置かれることを示すと同時に，

その語が語アクセント 1を持つことを示す (§3,§4を参照）．

l'lは第 1強勢がその直後の音節に置かれることを示すと同時に，
その語が語アクセント 2を持つことを示す (§3,§4を参照）．

[ I ]は第2強勢がその直後の音節に置かれることを示す (§4を

参照）．

く〉は欧文を包む場合は綴り字を示し， 日本語を包む場合は当該

語の日本語訳を示す．

V は母音を， C は子音を示す．

音節語は語アクセント 1をとるので，原則としてアクセント

記号は省略する (§3,§4を参照）．また，本書でただ単に強勢と

言った場合は，第 1強勢を意味することにする．

なお，各音の位置関係を体系的にとらえるために，次の §2.1.' 

§2. 2. の説明は巻末の音声記号表(p.67)を参照しながら通読されたい．

§2 .1. 母音の発音記号とその発音

［叫唇をやや丸くし，舌の位置を低くして，口の奥から出す「オー」

に近い「アー」（英 father;仏passe): 

bra [br叫く良い〉， mat[ma:t] <食べ物〉，tala['ta:la] <話す〉

[a]: ほぼ日本語の「ア」に相当する（英 cutより catに近い；独

Sache; 仏 salle). 上記の長母音の［叫とは音質が異なること

-4-



に注意：

katt [k叫く猫>,mamma ['mam:a] <お母さん〉，tall[ta!:] <松＞

［叫：口をすぼめて， 口の奥の方から出す「オー」（英 caught;独

Sohn; 仏 chose): 

悼t[b叫く船>,nal [no:l] <針>,son [so:n] <息子〉

[:,]: 上記の長母音［叫より，舌の位置をやや低くして発音する

「オ」（英 cot;独 Sonne;仏 voler):

lang [b叫く長い〉，noll[ n:,l:] <ゼロ>,atta [':,t:a] < 8〉

［叫：唇を十分すぼめて，舌の位置全体を扁めにして発音する

「ウー」に近い「オー」（英 moon;独 Mut;仏 tour): 

bok [bu:k] <本〉，mor[mu:r] <母>,stol [ stu:l] <椅子＞

[u]: 上記の長母音 l叫よりは多少，唇の緊張が弱い「ウ」に近

い「オ」（英 look;独 kurz):

blomma ['blum:a ] <花>,moster ['muster] <母方のおばさん〉，

ost [ ust] <チーズ＞

［叫：唇を丸めるが， とがらさずに口笛を吹くような形にして

「イュー」と発音する（仏語の Juiの uを長く発音した音

に似ている）．下記の短母音 [e] とは長さばかりでなく，

音質も明らかに異なることに注意：

hus [hu:s] <家〉，ju!伽：I] <クリスマス〉，ut[廿：t] <外へ＞

注意：強勢が置かれないときに［叫の短母音が現れる語がある．

[≪]: gudinna [gu'dm:a] <女神>, musik [m≪'si:k] <音楽>studera 

[ st≪'de:ra] <勉強する〉

-5-



[e]: 唇は [u:]より緊張度は低いが，すぼめたまま「ウ」と発音する：

buss [bes:] <バス〉， hundfhend] <犬>,rum [rem:]<部屋＞

[ i:]: 日本語の「イー」を発音するときよりも，唇をもっと左右に

開いて発音する（英 seen;独 Liebe;仏 vire): 

bil [bi:!] <車>,rik [ri:k] <金持ちな>,vit [vi:t] <白い〉

[I]: 上記の長母音[i:]より多少，唇の緊張が緩んだ「イi(英 sin;

独 finden): . 

fisk [f1sk] <魚>,smitta ['sm1t:a] <感染させる〉，vind[vmd]く風＞

[ e:]: 日本語の「エー」よりも，唇を狭く平らにして発音する（独

See): 

brev [bre:v] <手紙>,fet [fe:t] <肥えている〉，leka['le:ka] <遊ぶ＞

[ e]: 上記の [e:]よりも，やや唇を緩めた「エ」（英 set;独 Fest;

仏 mettre):

eld [eld] <火〉，hem[hem:] <家庭>,vecka ['vek:a] <週＞，

matt [met:]<満腹の>,ratt [ret:] <正しい〉，vagg[veg:]<壁＞

注意：強勢のない [e]は唇の緊張がやや緩み，多少あいまいな

「エ」になる．この音に対して別の発音記号[;:}]をあてるこ

ともあるが，本書では [e]を用いることにする．

cykel ['syk:el] <自転車〉， fonster['fonster] <窓〉，boken['bu:ken] 

(bokく本〉の単数既知形）

注意：スウェーデンの多くの地域で短母音の le!と下記に述べ

る短母音 hiとは中和され，その区別は失われている（ただ

し， -rの直前の強勢のある eは除く）．中和された音は

スウェーデン南部では [e],ストックホルムを中心とする他の

地域では [c],Vanern湖周辺地域では［ぉ］になる傾向がある．
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一方， [i::]を用いる地域でも語によっては [e]で発音されるこ

ともあり，その区別の条件が必ずしも明確ではないことから，

ここでは[e]で記述することにする (Hedelin(1997)は中和

されたこの音に対して，その条件を明記しないまま，語によっ

て2種の異なる発音表記を行なっている．ただ， <x>の前や

3子音連続の前では[E]に，一方，接頭辞 re-などの <e〉は

[e]になることが多いように思われるが，詳しいことは不明で

ある）．この中和自体は標準スウェーデン語としても認められ

ている．したがって，以下の単語は綴りが相違していても（も

ちろん意味は異なるが），発音は同じである．

[best] 

bestく野獣＞

bastく最良の＞

[let:] 

lett (ledaく導く〉の完了分詞）

lattく容易な＞

['het:a] 

hettaく熱さ＞

hattaく頭巾＞

[set:] 

sett (seく見る〉の完了

分詞）

siittく方法〉

一方，長母音の /e:/と Idはストックホルムやその周辺

および一部の方言では中和されているものの，全国的な規模

での広がりには至っていないため，長母音の /e:/と Idは，

明確に区別して発音する必要がある．

[ E: ]: [ e:]を発音するときに，横に狭めていた唇を少し上下に開いて

発音する（音質的には英 bedに近い；独 Bar;仏 mere):

rav [TE:v] <狐>,vag [vc:g] <道>,a.ta ['E:ta] <食べる〉

[E]: [E:]の短母音であるが，現代スウェーデン語では上述したよう

に [e] と中和してしまった ([e]の項を参照）．
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［ぉ：] : [ c:]よりも唇の開きが大きく，［アー」に近い「エー」：

bara ['b皿：raJく運ぶ>,h紅伽町］くここに>,p畝on['pぉ：r:,n]く西洋梨＞
注意：長母音［ぉ：］は，強勢のある＜畝e+r(+c)〉の結合の際に

生ずる．なお， C の種類については，先行する <r〉とともに

そり舌音を形成する子音 <d,1, n, t> (ただし， <t〉については

短母音［紀］となる語もあり）である (§5.1. B. (3)①②③④ 

および下記の [re:]の項も参照）．

fard [fぉ咀く旅>,jam Liぉ叫く鉄>,modern [mu'dぉ叫く現
代的な>,ar [ぉr:] (vara < ~である〉の現在形． しかし

通例，強勢は置かれず［ぉ(:),E(:), e(:)] と発音されることが

多い）

回：［ぉ：］の短母音（英 apple):

berg [bぉrj]<山>,farg [f: ぉrj]<色>,larka ['Iぉrka]<雲雀＞

注意：短母音 [re]は，強勢のある＜畝e+r+C〉の結合の際に生

ずる（下記の［叫の項も参照）．なお， Cの種類については，

上記の［ぉ：］の「注意」の場合とは逆に， <d,1, n>以外の子音

である. <t〉については長母音になる語もある．

verkく作品>I varkく痛み>[vぉrk](同じ発音）， arm[ぉrm]<袖＞，

hjarta ['jおt:a]<心>,Sverige ['svぉrje]<スウェーデン＞（文字

<i〉は例外的に黙字となるため，発音の上では -er-の後に

子音 [i]が続く）

［叫：唇を [o:]を発音する構えにしておいて， [e:]の音を出す（独

schon; 仏 neutre):

brod [bm:d] <パン〉， sno[sno:] <雪>,oga ['0:ga] <目〉

回：上記 [0:]の短母音で，発音の仕方は (o:]を発音する口の構え

をしたまま， (e]の音を出す（独 Okonomie;仏 bleu):

drom (drnm:] <夢>,host (h0st] <秋>,oppna ('0pna] <開ける＞
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[ oe:]: 唇を[~)を発音する状態にしておいて，[e:] を発音する

（仏 soeur): 

bord [boe:qJく生まれ>,gora ['joe:ra]く行う〉， 6ra['oe:ra) <耳＞

注意： [re:]/[叫は，それぞれ［ぉ：]/[re]の場合と同様， <r> との

結合において生ずる．長母音 [re:)は強勢のある <o+r(+C)> 

の結合において生ずる.cの種類については，先行する <r〉と
ともにそり舌音を形成する子音 <d,l, n, t> (ただし， <t〉につ

いては短母音 lre Jとなる語もあり）である (§5.1. B. (3)① 
②③④および上記の［ぉ：］，［叫の項も参照）．

skord [恥：4く収穫>,bjorn [bjre叫く熊>,smor [smoe:r] <バター〉

［叫：［四］を発音する仕方と同じであるが，短く発音する（独

loschen; 仏 heurter):

dorr [d四r:]<ドア〉， forr[f四r:]<以前〉， mark[m四rk]<暗い＞

注意： [ re:]/[ oe]の音価は，それぞれ［記：］！［叫の場合と同様， <r>

との結合において生ずる．短母音 [re]は，強勢のある <o+r

+c〉の結合のときに生ずる.cの種類については，上記の「注
意」の場合とは逆に，主として <d,1, n〉以外の子音である．

なお， <t〉については長母音になる語もある（上記の［ぉ：］，［叫

の項も参照）．

borja ['brerja] <始める〉， forr[frer:J <以前〉， art[叫t:]<ハープ〉

[y:]: ロを［叫を発音するときのように十分すぼめたまま [i:]の

音を出す（独 tiber;仏 mur):

by [by:] <村>,dyr [dy:r] <高価な>,fyra ['fy:ra] < 4 > 

[Y]: 唇を丸くすぼめて， [u] を発音する状態にして， [1] を発音

する（独 Gluck):

nyckel ['nYk:el] <鍵>,rygg [rYg:] <背中>,syster ['sYster] <姉妹＞
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2重母音：

方言は別として，標準スウェーデン語には借入語や人名，地名を

除けば2重母音は現れない（なお，屈折・派生・合成語において

母音が連続することはある）．

日： augusti [ au'gest1] < 8月〉，paus['paus] <休止＞；
August ['augest] <アウグスト〉（男性名）

[eu]: Europa [eu'ru:pa] <ヨーロッパ＞

[e廿]:neutral [nea'tra:l] <中立の＞

§2.2. 子音の発音記号とその発音

[p] [t] [k] 

それぞれ英語の [p],[t], [k]に相当し，強勢を持つ音節の第一頭

子音のときは，帯気を伴う．

[p): pappa ['pap:a] <お父さん〉， kopp[bp:]くカップ〉， sprak[ spro:k] 

く言語〉

[t]: tag [to:g] <電車>,hatt [hat:] <帽子〉，stanna['stan:a] <止まる＞

[k]: katt [kat:] <猫>,tack [tak:]くありがとう〉， skola['sku:la] <学校＞

[b] [d] [g] 

それぞれ英語の [b],[ d], [g]に相当し，帯気は伴わない．ただし，

無声子音が隣接すると同化されて無声化することがある．

[b]: bank [baりk]<銀行>,jobb伽b:]<仕事>,snabbt [snapt] <迅速に＞

[d]: dag [da:g] <日〉， badda['bed:a] <ベッドを整える〉， onsdag

['unsta] <水曜日〉

[g]: gata ['ga:ta] <通り〉， ligga['lrg:a] <横たわる〉， hogt[h0kt] (hog 

く高い〉の単数中性形／副詞）

[f] [v] 

それぞれ英語の [f],[v]に相当する.[v]は前または後に無声子音

が隣接すると同化されて無声化することがある．
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[ f]: finna ['fm:a] <見出す〉， skaffa['skaf:a] <手に入れる〉， kofta

['bfta] <カーデガン〉

[v]: vinna ['vm:a] <勝つ>,hav [ha:v] <海>,livsmedel ['hfs I me:del] 

く食料＞

[m] [n] 

それぞれ英語の［叫， [n]に相当する．

[m]: ma.la ['mo:la] <色を塗る〉， samma['sam:a] <同一の>,rum [rem:] 

く部屋＞

[n]: namn [namn] <名前>,kvinna ['kvm:a] <女>,sten [ste:n] <石＞

[ IJ] 

英語の longのngの音に同じ. [ IJ]は語中と語末にしか現れない．

[ IJJ: I細g[bIJ:] <長い>,manga ['m:,IJ:a] <多くの>,bank [baIJk] <銀行＞

[h] 

廿］

英語の [h]に同じ．通例この音は強勢のある音節頭にしか現れない．

[h] : hatt [hat:] <帽子〉， hoppas['h:,p:as] <希望する〉， host[h0st] <秋＞

英語の yesの yの音に同じ．音節頭にも音節末にも現れる．

Lil: ja加：］くはい〉， nej[nej:]くいいえ>,vilja ['vrlja] <意志＞

[I] [r] 

[I]は舌先を上の前歯の後ろに付けて発音する．いわゆる「明るい

(clear) "I"」で，アメリカ英語の coolなどの 1に見られる「暗い

(dark) "l"」にはならない．むしろ，フランス語の [I]に近い．

一方，スウェーデン語の [r]はイタリア語やロシア語などにも

みられる巻き舌の rである．下記の「そり舌音」形成の場合を除い

ては，スウェーデン語の r音は語中・語末でも必ず発音される．
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[ s l 

[I]: lag [la:g] <法律〉， falla ['fal:a] <落ちる〉， gul[gu:l] <黄色の＞

[r]: rad [ro:d] <忠告>,torr [br:] <乾いた〉， stark[stark] <強い＞

《参考》スウェーデン南部では，デンマーク語やドイツ語，フランス語など

にみられるのどひこの r,いわゆる口蓋垂の [R]/[rr]が用いられるが，標準

スウェーデン語は巻き舌の[r]である．

英語の [s]に相当する.[z]の音はスウェーデン語には存在しない．

[s]: sak [sa:k] <物〉， mossa['m0s:a] <帽子〉，kust[kest] <海岸＞

[ v] 

[ v]の発音の仕方は唇を [I]もしくは [i]を発音するときのよう

に左右に開き，舌先は下前歯の後ろに触れずに，舌背を硬口蓋に向

けて持ち上げ，その隙間から息を出す．その息が下前歯にあたり「チ」

に似たかすれた感じの日本語の「シ」に近い音に聞こえる．しかし，

下記の [SJとは異なることに注意．この音はヴァリアントとして，

「チ」に近い音価の [ti;;]で発音する方言もある．

[ i;;]: kopa ['i,;0:pa] <買う〉，K皿na['c;;en:a]く感じる〉，tjuv[畑v]<泥棒＞

[fj J![SJ 
[fj]は舌背を軟口 向けて持ち上げ，狭い通路を形成し，そこ

から丸めた唇を通して息を出す． 口の奥の方から出てくる日本語の

「フー」に似た音であるが， ドイツ語やスペイン語の [x]ほどザラ

ザラした感じはしないこの [fj]のヴァリアントとして，英語の sh

の音に酷似した m や[~]もきわめてよく用いられる（下記団

[U国[§][廿の項参照）．

[fj ]/[SJ/[§] (これらの音は，一般に sje-音と呼ばれている）のどれ

を選択して学習してもよいが，一貫性を保つべきであることは言う

までもない．本書ではスウェーデン中央部や南部で広く使われ， し

かも今後さらに広まる可能性の高い [fj]で代表させることにする
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（なお，下記の「注意： sje-音を表す [fj]/[S]/[~] について」も参照）．

[fj]/[S]: skiimt [fjemt]/[Jemt] <冗談>,sjuk [加：k]/[Su:k] <病気の＞，

manniska ['men:ifja]/['men:iJa] <人間＞

団 [U 国[~] [tl 

これらの音は通例，「そり舌音」(retroflex/supradentaler)と呼ばれ，

語中・語末に現れる <-rd>[ cl], <-rl> [U, <-rn> 国，＜—rs> [~], <-rt> [t]の

子音結合の際に生ずる（ただし，[~]については下記の「注意： sje-

を表す[fj ]/[J]/[~] について」を参照）．

さらに，単語の中ばかりでなく文節中の語連続においても， <r>で

終わる語にそれぞれ <d>,<1>, <n>, <s>, <t〉で始まる語が続く際に，

そり舌音が生ずる (§8.B. (3)参照）．

これらのそり舌音を発音するには舌先を，歯音 [d][I] [n] [s] [t]を

発音するときよりもやや後ろの位置で，つまり巻き舌の [r]を発音

する位置でこれらの歯音を調音する．

団： varde ['v邸 <le]<価値>,hard [ho叫く硬い>,ord [u叫く単語＞，

Huし~ags? [ht1:'<laks] <何時に？＞

[U: p釘la['pぉ：国＜真珠>,karl [ i;: ぉ：Uく容器>,arlig ['叫19]く正直な＞，

Hu己ang?[詞：＇詞：］＜どのくらい長いか？＞

固： garna ['jぉ：叫く喜んで〉， barn[ba叫く子供>,torn [tu叫く塔＞，

Hai;yi det? ['ha: !lJ dt;;] <それをお持ちですか？＞

[~]: farsk [国k]<新鮮な>,fors [fo~:] <急流>,mars [ma~:]< 3月〉，

Hur_yt見~ettill? [h丑： l乳o:cle'叫くごきげんいかがですか？＞，

for_yent [foe:'~e叫く遅すぎる〉

[tJ: 年 ['to:ta]<ケーキ〉，kort[k叫く短い〉，snart[sno:tJく間もなく＞，

for:_Jidigt [fre'ti:d1t] <早すぎる〉

注意： s爬音を表す [fj]/[J]/[~] について

これら 3 つの音価のうち，日本人にとって [J] と[~]はきわめて

類似して聞こえる．原則として [J]は語頭に現れ，借入語や間投詞
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などを除いては語末に現れることはまれである．一方，[§]は語頭

に来ることはほとんどなく，語中・語末に現れるのが通例である．

しかし，この相補的分布も中和する傾向にあり，多くのスウェー

デン人は両音を混同して用いている．また，[fj] と [J]の選択につ

いても地域的・社会的・個人的等さまざまな要素が絡み合って，

複雑な様相を呈している.Malmberg (1971 : 96f.)は次の 4通りの用

いられ方を示している．

(I)綴り <-rs>に対しては[§]を，その他の sje-音はどの位置で

も [J]を用いる．

(2)綴り <-rs〉に対しては[§](もしくは [R]を用いる地域では

[R]+[s})で発音されるが，その他の sje-音はどの位置でも [fj]

を用いる．

(3)綴り <-rs〉に対しては国であるが，強勢のある母音の前の

sje-音は [SJ,強勢のある母音の後の sje-音価は国を用いる．

(4)綴り <-rs>に対してはもちろんのこと，すべての位置の sje-

音にも(§]を用いる

なお，本書では上で示したように (2)に基づいている．

《参考》 [" lの音価も含め，これらの sje-音を扱った博士論文に Lindblad
(1980)がある．カセットテープも付いており，詳細な音声学的分析がなされて

vヽる．
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§3. 語アクセント (musikaliskordaccent; tonaccent; melodi) 

スウェーデン語には §4で述べる強勢 (tryckaccent;betoning)と

並んで「語アクセント」がある．別名，高低アクセントもしくは音

楽的アクセントとも言われ，それぞれの単語が持つメロディー，す

なわち音調（トーンまたはイントネーション）を指す．この語アクセ

ントがスウェーデン語に独特な音楽的な響きを与えている．この語

アクセントには 2種類あって， 1つはアキュート・アクセントもし

1), もっひとつはグラ ヴ・くはアクセント 1(akut accent" accent ~ 

アクセントまたはアクセント 2 (grav accent; accent 2)と呼ばれて

いる．本書ではアクセント 1, アクセント 2と呼ぶことにする．

スウェーデン語では語アクセントの違いによって，同一の綴り語

であっても意味が異なってくるので注意しなくてはならない

(§3. 2. 参照）．また，各単語についても，屈折によって語アクセン

トが交替することがあり，文法的範疇によってはそれぞれどちらの

語アクセントになるか定まっている (§3.1. 参照）． なお， 第1強勢，

第2強勢に関しては §4を参照．

アクセント 1

音調は第 1強勢のある音節で上昇した後，次の強勢のない音節に

向かって下降調になる．このアクセント 1を［＇］で示す．

1音節語は常にこのアクセント 1を持つが， 2音節以上の語にも

現れるので特に注意が必要である．

アクセント 2

音調は第 1強勢のある音節から一旦下降し，次の副強勢のある

音節で再び素早く上昇した後，下降調になる．このアクセントには

頂点が必ず2つある．このアクセント 2を［＇］で示す．方言によっ

て音調のピッチの程度も多少異なるが，フィンランドのスウェー

デン語はアクセント 2を欠くため， 1と2の対立はない．

アクセント 2は2音節以上の語で初めて現れる．しかし，上でも
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述べたように，多音節語であれば即アクセント 2ではないことに注

意されたい．

以上の語アクセントの音調を大まかに図示すると以下のようになる．

アクセント 1

s t e g e n 

ヘ
['ste:gen] 

く道；歩み＞

(ett stegの複数既知形）

アクセント 2

s t e g e n 

ハ
['ste:gen] 

くはしご＞

(en stegeの単数既知形）

§3.1. どの場合にアクセント 1, アクセント 2が現れるか

A. アクセント 1が現れる場合

(1)強勢を持つ単音節の語は常にアクセント 1.

hus ['lm:s] <家>,ny ['ny:] <新しい〉， bo['b叫く住む〉

(2)多音節語の場合．

① 弱強勢の -el,-en, -erで終わる多音節語．

-el: cykel ['svk:el] <自転車>,fag el ['fo:gel]く鳥＞

-en: tecken ['tek:en] <しるし〉，vatten['vat:en] <水〉

-er: vacker ['vak:er] <美しい〉，vinter['vmter] <冬＞

〔例外〕 himmel ['h1m:el] <天空>,nyckel ['nYk:el]く鍵＞，

spegel ['spe:gel] <鏡>,naken ['no:ken] <裸の〉，

aven ['c:ven]く～でさえ>,papper ['pap:er] <紙＞など．

② 名詞（末知形）がアクセント 1であれば，その単数既知形は音節

数が増えても同じアクセント 1を保持する．同様に母音で終わ
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る第 3曲用および第4曲用，第 5曲用の名詞の複数既知形も

アクセント 1を保持する．

bilen ['bi:len] (bilく車＞の単数既知形），

taget ['to:get] (tagく電車〉の単数既知形），

koma ['ku:11,a] (第 3曲用 koく牝牛＞の複数既知形），

bitia ['bi:na] (第4曲用 biく蜜蜂＞の複数既知形），

husen ['lrn:sen] (第 5曲用 husく家〉の複数既知形）

③ 複数形において語幹母音の変音 (omljud)を伴う第 3曲用名詞

の複数末知形および複数既知形．

bocker/bockema ['b0k:er]/['b0k:erta] 

(bokく本〉の複数末知形／複数既知形），

bonder/bonderna ['b0nder]/['b0nde11,a] 

(bonde ['bun de] <農民＞の複数末知形／複数既知形），

fotter/fotterna ['fot:er ]/['fot:e叫

(fotく足＞の複数末知形／複数既知形），

hander/handerna ['bender ]/['hende11,a] 

(handく手〉の複数末知形／複数既知形）

〔例外〕 dottrar/dottrarna ['d0trar ]/['d0tra11,a] 

(dotter ['d::,t:er] <娘＞の複数末知形／複数既知形），

soner/sonerna ['s0:ner]/['s0:ne11,a] 

(sonく息子〉の複数末知形／複数既知形）

④ 形容詞・副詞において，語尾に—re をとる比較級および -erst を

とる最上級．

-re: hogre ['h0:gre] (hogく高い〉の比較級），

yngre ['YIJre] (ungく若い〉の比較級）

-erst: nederst ['ne:de叫く一番下の＞

⑤ 現在形語尾 -er をとる動詞の第 2活用および第 4活用の

現在形． しかし，これらの動詞の不定詞はアクセント 2である

ことに注意（下記 B.(2)⑤ a)参照）．

laser ['l1o:ser] (第2活用 liisa['l1o:sa] <読む〉の現在形），

sover ['so:ver] (第4活用 sova['so:va] <眠る〉の現在形）
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⑥ 強勢のない接頭辞 be-,t征で始まる動詞．

besluta [be'slu:ta] <決める〉（比較： sluta ('slu:ta] <終わる〉），

forbjuda f frer'bju:da]く禁じる〉（比較： bjuda ('bju:da] <招待する〉）
⑦ 不定詞が -eraで終わる動詞．

promenera [prume'ne叫く散歩する〉， citera[s1'tむra]<引用する〉

⑧ 強勢のある接尾辞 -ant,-ent, -eri, -ion, -sion, -tion, -tetなどで終

わる語．これらは借入語である．

intressant [ mtre'sa叫く興味深い〉，konsument[bnsu'ment] 

く消費者〉，spioneri[ sprnne'叫くスパイ行為>,kollision [bh'fju:n] 

く衝突>,station [ sta'fju:n] <駅〉， universitet[ em I v匹 r'te:t]<大学〉

⑨ -isで終わる名詞．

dagis ['da:grs] <託児所>,skepsis ('skeps1s] <懐疑＞

⑩ 「～に携わる人」を意味する接尾辞 -ikerで終わる名詞．

politiker (pu'li:t1ker] <政治家〉，fysiker('fy:s1ker]く物理学者〉

⑪ -(i)skで終わる形容詞．

nordisk ['nu:q,ISk] <北欧の〉， latinsk[la'ti:nsk] <ラテン語の＞

⑫ すべての曜日名．

叫 ndag['m::,nda] <月曜日〉，

onsdag ['unsda] <水曜日〉，

fredag ['fre:da] <金曜日〉，

sondag ['s0nda] <日曜日〉

B. アクセント 2が現れる場合

tisdag ['ti:sda] <火曜日〉，

torsdag ('tu: 乳?-]<木曜日〉，

lordag ['la: 曲］＜土曜日＞，

(1)一般に強勢が第 1音節にある多音節語 (§4.l. 《参考》の表を

参照）．

blomma ('blum:a] <花>,la.rare ['lぉ：rare]<教師>,gammal ('gam:al] 

く古い，老いた〉

〔例外〕 tusen ['tu:sen] < 1, 000〉;cykel ['svk:el] <自転車>,vatten 

['vat:en] <水〉，vinter('vmter] <冬＞など(§3.l. A. (2)①参照）
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注意：強勢が第 1音節に置かれなくてもアクセント 2が現れる

語がある．

prinsessa [pnn'ses:a] <王女>,ernellan [ e'rnel:an] < ~の間＞，

ehuru [e'hu:rn] <たとえ～でも＞

(2)屈折によってアクセント 2を得る場合．

① 複数形語尾に -ar,-or, -erをとる多くの名詞の複数未知形およ

び複数既知形．

bilar/bilarna ['bi:lar]/['bi:la叫 (bi!く車＞の複数未知形／複数既知形），

rosor/rosorna ['ru:sur]/['ru:su叫 (rosくバラ〉の複数未知形／複数既

知形），

katter/katterna ['kat:er]/['kat:e叫 (kattく猫＞の複数末知形／複数既

知形）

〔例外〕 pengar/pengarna ['peIJ:ar ]/['peIJ:a叫くお金〉

（複数末知形／複数既知形；通例，単数形では使われない）

② 単音節の形容詞が複数形および既知形になるとき．

goda ['gu:da] (godく良い〉の複数形／既知形）

glada ('gla:da] (gladく嬉しい〉の複数形／既知形）

unga ['e!]:a] (ungく若い〉の複数形／既知形）

③ 形容詞・副詞の比較級•最上級が -are, -astをとるとき．

比較級 最上級 原級

finare ('fi:nare] finast ('fi:nast] 

rikare ['ri:kare] rikast ['ri:kast] 

④ 第 3活用動詞の過去形．

betedde [be'ted:e] (beteくふるまう〉）

sydde ['sYd:e] (syく縫う＞）

(finく素敵な＞）

(rikく金持ちの＞）

⑤ 以下のグループの動詞疇ただし，接頭辞 be-,for-などで始まる

動詞および不定詞が -eraで終わる動詞は除く．

a)第2活用の動詞の不定詞と過去形．

las a ('I i:::sa] <読む＞（不定詞），laste('1£:ste] (過去形）
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b) -aで終わる 2音節以上の第4活用の動詞の不定詞と完了分詞．

skriva ['skri:va)く書く〉（不定詞）， skrivit['skri:v1t] (完了分詞）

注意：第 2活用，第4活用動詞の現在形はアクセント 1をとる

（上記 A.(2)⑤参照）．

laser ('lc:ser], skriver ['skri:ver] 

c)第1活用動詞は全活用形でアクセント 2が現れる．
不定詞／命令形 現在形過去形完了分詞過去分詞現在分詞

kalla ['kal:a] <呼ぶ> kallar kallade kallat kallad kallande 

⑥ 強勢のある接頭辞 an-,av-, miss-, om-, till-, under-, ut-, liter-, 

over-などを持つ語

anfall ('an: 1 fal:] <攻撃〉，avga('o:v I go:] <退く〉， missbruk

('mis: 1 brn:k] <悪用〉， omvag('~m: I Vc:g] <回り道〉，

tillst如d['tII: 1 st~nd] <状態>,undersoka ['ende 1~0:ka] <調べる〉，
uttala [''l:l:t I to:la]く発音する〉， atervanda('o:ter I venda] <戻る〉，

overdrift ['0:ve I qpft] <誇張＞

⑦ 接尾辞 -aktig,-are, -bar, -dom, -faldig, -full, -het, -ing, -ning, 

-lek, -lig, -16s, -or, -sam, -skapなどで終わる語．

brunaktig ('br廿：n I aktrg]く茶色ぽい〉， bagare['ba:gare] <パン屋＞，

drickbar ('dnk: 1 ba:r] <飲むことのできる〉， ungdom['el): 1 dum:] 

く青年時代>,enfaldig ['e:n I faldrg] <愚かな>,viirdefull ('v邸 <leI fol:] 

＜価値のある〉， skonhet['加：町he:t]<美しさ>,tiivling ['ti:::vhIJ] 

く競争〉，tidning['ti:dmIJ]く新聞>,karlek ['畑：1Le:k]<愛＞，

v抑lig['venlrg]/['vi:::nhg] <親切な>,hopples ['h::,p: 1 10:s] <絶望的な〉，

doktor ['d::,kt::,r] <医師>,lonsam ['10:n I sam:] <利益のある〉，

kunskap ['ken: 1 ska:p]く知識＞

(3)合成語

一般に合成語にはアクセント 2が現れる．合成語の構成要素つま

り元の単語がアクセント 1どうしであっても，形成される合成語は
アクセント 2を示す．通例アクセント 1を持つ単語がアクセント 2
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に変化した場合，次に何らかの合成語要素が後続するということが

予想される．アクセント 2はこのように語を結びつける連結的機能

も有している．そのためこの機能を持つアクセント 2は特に「合成

語アクセント」 (sammansattningsaccent)と呼ばれている．

sjuklhus ['加：K直：s] <病院>(sjukもhusも元来はアクセント 1)

ordlbok ['u: もbu:k]<辞書>Cordもbokも元来はアクセント 1)

studentlhem [stu'denぃhe叫く学生寮＞
(studentも hemも元来はアクセント 1)

overl li:ikare ['0:ve I l drnre] <主任医師＞
（元来 overはアクセント 1, lakareはアクセント 2)

tidningslman ['ti:dnil)S I ma叫く新聞配達人〉

（元来 tidningはアクセント 2,manはアクセント 1)

fastighetsJmaklare ['fast1ghe:ts I mc:klare] <不動産業者＞

（元来 fastighetはアクセント 2, maklareもアクセント 2)

〔例外〕以下の合成語はアクセント 1をとることから，もはや

合成語というよりは単ー語 (enklaord)と考えられる．

a)上記 A.(2). ⑫の曜日名．

b) -son, -manで終わる姓： Jonsson, Nyman. 

c)その他

skridskor ['sknsk叫くスケート靴>,tradgard ['trcg: 叫く庭園＞，

叫 bar['blo:b叫くプルーベリー〉， korsbar['畑虹r]くさく

らんぼ〉 (-barで終わる木の実の名は，通例アクセント 1

を持つ）

§3. 2. アクセント 1, アクセント 2によって意味が異なる語

アクセント 1

alltingくすべて〉

andenく野鴨>(en andの単数

既知形）

アクセント 2

：くアイスランドの議会〉

: ＜魂> (en andeの単数

既知形）
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bitenくひとかけら〉 (enbitの ：＜噛まれた〉 (bitaく噛む＞

単数既知形） の過去分詞）

brunnenく井戸>(en brunnの単数 ：＜燃えた>(brinnaく燃える＞

既知形） 過去分詞）

burenく檻〉 (enburの単数既知形） ：く運ばれた〉 (barnく運ぶ〉の

過去分詞）

ederくあなた（たち）の〉

giftetく毒>(ett giftの単数既知形）

gangenく通路>(en gangの単数

既知形）

i stalletく置き場所にて〉

(ett stallの単数既知形）

regelく規則＞

skallenく吠える声〉 (ettskallの

複数既知形）

skedenくスプーン〉 (enskedの

単数既知形）

: <誓い〉 (enedの複数形）

：く結婚〉 (ettgifteの単数既知

形）

: (ga <歩く〉の過去分詞）

：くそのかわりに＞

：くかんぬき，差し錠＞

: ＜頭蓋骨>(en skalleの単数

既知形）

：く時期〉(ettskedeの複数

末知形

skurenくにわか雨>(en skurの単数 ：く切られた〉 (sk如aく切る＞の

既知形） 過去分詞）

slutetく終わり〉 (ettslutの単数

既知形）

stegenく歩み〉 (ettstegの複数

既知形）

tankenくタンク〉 (entankの単数

既知形）

tomtenく土地>(en tomtの単数

既知形）

vakenく氷上の穴>(en vakの単数

既知形）

: <閉じられた〉 (slutaく閉じる〉

の過去分詞）

：くはしご>(en stegeの単数

既知形）

：く思考>(en tankeの単数

既知形）

：＜小人〉 (entomteの単数

既知形）

: ＜目が覚めている〉
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vardenくホスト〉 (envardの単数

既知形）

[po:len]: Polenくポーランド＞

: <価値>(ett vardeの複数

未知形）

: pa.Jenく杭> (en paleの単数

既知形）

《参考》Hakansson& Stenquist (1989: 37)によると，このように語アクセントで

対立する語がスウェーデン語におよそ 500対も存在するといわれている．しか

し，実際には相互に意味が掛け離れているため，会話での意思疎通に問題をき

たすことはさほど多くない．

また，地城的・社会的・個人的な差などによって，下に挙げるようにいくつ

かの稗通名詞や固有名詞でアクセント 1と2に揺れがある．

普通名詞：albumくアルバム〉， gratisく無料で>,lakanくシーツ〉，

sakerくもの>(sakの複数形）， verkstadく工場〉など．

名前： Berti!, Erik, Olof. 

姓名： Lindberg 

地名： Leksand, Halmstad. 
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§4. 強勢（強さアクセント） (tryckaccent; betoning) 

強勢が置かれる音節は強く発音される．最も強く発音される場合

を第 1強勢 (huvudtryck)と呼び，これよりも弱く発音される強勢は，

その強さによって 3もしくは4段階に細分されることもある．

では第 1強勢以外の強勢は副強勢 (bitryck) として扱い，必要に応

じて副強勢の中で 1番強く発音される第2強勢 (starktbitryck)まで

を示すことにする．強勢は前述の §3の語アクセントと深くかかわ

りがあり，語アクセント 1' 語アクセント 2は同時に第 1強勢も

持っていることを意味している． したがって，語アクセントの表記

［＇］や［＇］は，それぞれこの表記が付加されている直後の音節に第 1

強勢があることも示している．また第 2強勢は[I ]で表わし，

その直後の音節に第 2強勢があることを示している．なお，以後，

特に断らない限り，強勢は第 1強勢のことを指すものとする．

また，スウェーデン語では英語と違って，強勢のない音節の母音

も子音も明瞭に発音されることに注意されたい．

§4.1. 強勢の位置

原則として，強勢は語の第 1音節にあるが，借入語（主として，

ギリシア・ラテン語起源）は第 1音節より後ろにあるものが多い．

(1)大部分のスウェーデン語本来の語は第 1音節に強勢を持つ．

vacker ('vak:er] <美しい〉， hundarna('henda叫くその犬（複数）〉，

ordbok ('叫1bu:k] <辞書＞

(2) be-, for-, ge-の接頭辞で始まる語は，その接頭辞直後の音節に

強勢がある．

betala (be'ta:la] <支払う〉， forsoka[f吟 0:ka]<試みる〉， gemensam

廿e'me:nIsam:] <共通の〉

ただし， f証が「前，直前」を意味するときや， forーを含む語

が4音節である場合には， しばしば第 1音節に強勢がある．

formiddag ['foe:r I mrd:ag] <午前〉， forsommar['foe: 1 pm:ar] <初夏＞

forolampa ['fre:r町 lempa]<侮辱する〉
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(3) -dorn, -het, -lek, -skapなどの名詞接尾辞や -sarnなどの形容詞

接尾辞で終わる語では，その接尾辞は第2強勢をとる．

barndorn ['ba:111 q_um:] <幼年時代〉，rnojlighet['rn0jlrg I he:t] <可能

性>,karlek ['畑：1Le:k] <愛>,vetenskap ['ve:ten I ska:p] <科学＞，

langsarn ['bl]: 1 sam:]くのろい；遅い〉

(4)次の接尾辞で終わる語では，最後から 2番目の音節に強勢がある．

① 動詞の不定詞が -eraで終わる．

planera f pla'ne:ra] <計画する〉， studera[st廿'de:ra]<勉強する〉，

telefonera [telefo'ne:ra] <電話する〉

② 名詞接尾辞 (-(a)tor;-essa; -inna). 

arrendator [ aren'da:t:,r] <賃借人〉， prinsessa[pnn'ses:a] <王女＞，

gudinna [g廿'dm:a]<女神＞

③ 形容詞接尾辞 (-abel;-entlig). 

riskabel [n'ska:bel] <危険な>,offentlig [:,'fentlig] <公の＞

④ 最後の音節に強勢がある単語は借入語（主としてギリシア・

ラテン語起源）であることが多い．

geografi fjぬgra'fi:]<地理学〉， konditori[bnd1t:,'叫く喫茶店〉， polis

[pu'li:s] <警察>,station [sta'fju:n] <駅>,universitet [ em I v匹 r'te:t]

く大学〉

《参考》第 1強勢が］音節から 4音節の単語において何番nの音節に来るか，

その頻度を調査した表 (Lindholm1974: 12)があるので参考までに掲載する．

第 l音節 第2音節第 3音節第4音節

1音節語 100% 

2音節語 90% 10% 

3音節語 70% 20% 10% 

4音節語 60% 10% 20% 10% 
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§4.2. 強勢の位置と意味の関係

A. 強勢の位置によって意味が異なる語

ここでは強勢の位置が分かりやすいように，強勢の置かれる母音

字を太字で示すことにする．

(1)単語において

bananくその路線>(banaの既知形）

Japanく日本国＞

teknikerく技術者＞

(2)動詞句において

〔動詞＋前置詞〕

hiilsa pa<挨拶する〉

liisa om<~について読む＞

kora over<~を経由して運転する＞

: bananくバナナ＞

: japanく日本人男性＞

: teknikerくテクニック〉

(teknikの複数形）

〔動詞＋小辞〕

halsa paく訪問する＞

lasa omく読み直す〉

: kora overく（車で人を）

ひく＞

《参考》強勢が小辞 (partikel)にある〔動詞＋小辞］の意味は，その動詞が通例

持っている意味から多少特殊化したり，また逸脱する傾向がある．練習問題を

付して，この〔動詞＋小辞〕の意味を簡潔にまとめたものに次の著作がある．

Anders Bodegard. 1985. TANK EFTER. Stockholm: Skriptor Forlag. 

Hans Holmgren Ording. 199.8. Se upp! Svenska partikelverb. Stockholm: Natur 

och Kultur. 

小辞については以下の研究書がある．

Kerstin Noren. 1996. Svenska partikelverbs semantik. Nordistica Gothoburgensia, 

nr 17. Goteborg: Goteborgs universitet 

B. 単数形億［数形によって強勢が移動する語

同ー語において，単数形／複数形によって強勢の位置が移動し，

同時に母音の長短や語アクセントも変わる語がある．主として -or

で終わる借入語の名詞が複数形になるときに生ずる．
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単数形 複数形

datorくコンピュータ＞ : datorer 

['da:t'.)rj [ da'tu:rer] 

motorくエンジン〉 : motorer 

['mu:t:,r] [mu'tu:rer] 

professorく教授＞ : professorer 

[pru'fes::,r] [prufe'su:rer] 

konsulく領事＞ : konsuler 

['bnsel] [bn's廿：ler] 

C. スウェーデン人の男女の名前（複合名）の強勢の位置

スウェーデン人の中には名前 (fornamn)として，ハイフンで結ば

れた複合名 (dubbelnamn)を持つ人が少なくない．このタイプの

名前は呼び掛けの際にも， どちらか一方を省略することなく，両方

ともに発音される．

一般に男性名は後半の名に，女性名は前半の名に強勢が置かれる．

男性名： Karl-Erik, Bengt-Goran 

女性名： Ann-Marie, Gun-Britt 

《参考》この違いについては次の論文で指摘されている．

Sigurd Fries. 1973. "Carl Ivar och Anna-Greta. Nagra synpunkter pa tryck-

fordelningen i de sammansatta personnamnen", Svenska studierft・an runtid till 

nutid tillagnade Carl Ivar Stahle pa 60-arsdagen den 27 juni 1973, 75-84 

Stockholm: Namnden for svensk sprakvard 

§4. 3. 発話・文中における強勢 (satsbetoning)

一般に，発話・文中において情報度の高い内容を持つ語や重要な

語には強勢が置かれ，その語は他の語に比べて強く，明瞭に発音さ

れる．強勢が置かれる品詞と強勢が置かれない品詞はその情報度の

度合いによって原則的に以下のように分類できる． しかし，それぞ

れの発話における機能などにより (1)の分類の品詞が (2)になっ
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たり，あるいはその逆が生じることは言うまでもない．

(1)通例，発話・文中において強勢が置かれる品詞：

名詞，形容詞，動詞，動詞句中の小辞，（様態・時・場所の）副詞，

数詞，固有名詞，間投詞など．

(2) これに対して弱強勢となる品詞：

不定冠詞，助動詞，接続詞，前置詞，代名詞（指示代名詞は除く），

juくご存知のように>,nogく多分〉， valくひょっとしたら〉などの

文副詞および否定辞など．

例として，発話・文中において強勢の置かれる語を下線を付して

示す．

国辿皿皿くベーリットは泳ぐ＞

Erik vill inte simma h紅くエーリ、、ノクはここでは泳ぎたくない＞

Han tycker皿担叫．＜彼はイングリッドが好きだ＞

Hon ar en四蘊麟．＜彼女は美しい女の子だ＞

Jag sitter och立直紅paett血 tillStockholm. <私はストックホルム
行きの電車を（座って）待っているところだ＞
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§5. 母音の長短

スウェーデン語の母音字は 9個 (a,o, a, u, i, e, a, o, y)あり，それ

ぞれに長い母音，短い母音を表わす．母音の長短によって，単に音

の長さばかりでなく，音質もかなり異なってくる母音 (a,u)もある

ので注意を要する．母音の発音は，例えば eの場合，短母音であれ

ば[e ], 長母音であれば[e:] と表記される．子音にも長短があり，

その表記の仕方は母音のそれに準ずる．例えば短子音の tは[t]' 

長子音（重子音）では [t:]と表記される．子音に関しては，重ね綴

りのときに長子音で発音される．その長子音のうちいくつかは，

日本語の促音と同じように発音される．説明の便宜上，母音を V,

子音を Cとして表記する．

スウェーデン語の発音の仕方の原則は，一般に母音，子音の長短

に注意を払いながら，いわゆるローマ字読みに発音する．

§5 .1. 母音の長短を区別する原則

スウェーデン語の の長短は一般にその直後に続く子音の数

によって決まる．スウェーデン語は母音の長短によって語の意味が

異なってくるため，長短の原則を正確に修得する必要がある．

A. 母音が短く発音される

(I)強勢のある音節が [V+CC(C)]の構成をとるとき．つまり，強勢

を持つ母音の直後に子音が 2個以上連続するとき.ccは必ずし
も同一子音とは限らない．もちろん， V の前に子音が現れるこ

ともあるが，これは後続母音の長さに関係しない．

katt [k叫く猫>,packa ['pak:a] <詰める〉， lax[laks] <鮭＞，

svenskt [svenskt] <スウェーデンの〉，kvist[kvrst] <枝＞

(2)弱強勢もしくは強勢のない音節中にある母音． しかし強勢がな

くても，その母音は明瞭に発音されることに注意．

hata ['ho:ta] <憎む>,matta ['mat:a]くじゅうたん〉， pojke['p:,jke] 

く少年＞

29-



(3)強勢のある音節が [V+C]の構成で，綴りも <V+C〉の構成で

ありながらも， C が次のような子音の場合，母音は短く発音さ

れることが多い．

① [V+叫のとき (§9参照）．

rum [rem:] <部屋>,hem [hem:] <家（へ）〉， doma['d0m:a] <裁く〉

注意：原則通り母音が長く発音される語もある．

bekvam [be'kvc: 叫く快適な〉，problem[pru'ble: 叫く問題>,dam [da: 叫

＜婦人〉

② [V+n]のとき (§9参照）．

man [ma叫く男>,van [ve叫く友人〉， igen[1'je叫く再び＞

注意：原則通り母音が長く発音される場合も多い．

fin [fi:n] <素敵な〉，sten[ ste:n] <石〉など．

③ [V+jJのとき．

hej [hej:] <こんにちは〉， maj[maj:] < 5月〉

④ 綴りの上ではくv+c〉であるが，発音の上では [V+CC].

cykel ['sYk:el] <自転車>,frukost ['frek::,st] <朝食>,hade ['had:e] 

く持っていた〉 (haの過去形），kapitel[ka'p1t:el] <章＞

B. 舟音が長く発音される

(1)強勢のある音節が母音で終わるとき，卜V:].

bi [bi:]く蜜蜂>,besta [be'sto:J <成る〉， ta[t叫く取る〉

(2)強勢のある音節の母音に子音が 1個続くとき， [V:+C].

mat [ma:t] <食べ物〉，pase['po:se] <袋>,betyda [be'ty:da] <意味する〉

(3)綴りがくv+cc〉の構成でありながらも，その CCが次のよう

な子音の結合の場合，母音は長く発音される．

① <rd〉のとき

bord [bu:』＜テーブル〉，gard[go:』＜屋敷>,vard [vぉ叫く～に値す

る；ホスト〉

② <rl>のとき

p甜la['p叫a]<真珠>,sorl [so:Uくつぶやき〉， arlig['ぉ：LJg] <正直な＞
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③ <m>のとき．

barn [ba:ajく子供>,jlirn伽叫く鉄>,varna ['va:11,a] <警告する〉

④ <rt〉のとき．

fart [fo:t]く速さ>,karta ['ka:ta] <地図>'tarta['to :ta] <ケーキ＞

注意：原則通り母音が短く発音される語も多い．

svart [ svat:] <黒い>, art [ret:] <ハーブ>,kort [bt;] <短い＞

また，母音の長短に揺れがある語もある．

skjorta ['fjut:a] /['fju:ta] <シャツ〉， start[stat:]/[ sta:tJ <スタート〉

《参考》これらのそり舌音の前の母音の長短については，清水 (1996)を参照．

⑤ <b, d, g, p, v, r>+<l>のとき（なお， <rl〉については上記②を

参照）．

odla ['u:dla] <耕す>,segla ['se:gla] <航海する〉， stapla['sta:pla] 

く積み上げる〉，tavla['ta:vla] <絵画＞

⑥ <b, d, g, k, p, v>+<r>+<ale〉のとき．

segra ['se:gra] <勝つ>, knapra ['kna:pra] <ばりばりかじる＞，

erovra ['e:r 1 0:vra] <征服する>,havre ['ha:vre] <カラス麦＞

⑦ <dj>+<ale>, <vj>+<a〉のとき．

kedja ['~e:dja] <鎖>,gllidje ['gle:dje] <喜び>,stlivja ['ste:vja] <抑制

する〉

⑧ <C> + <n> + <ale>のときただし，くC〉がそれぞれ <j,m, n> 

であるときは除く． ． 

rodna ['ro:dna] <赤くなる〉，sakna['sa:kna] <欠<>,fr釦 ar

['fre:knar] <そばかす＞（通例複数形で用いられる）

⑨ その他

moln [mo:ln]/[m:,ln] <雲＞（短母音で発音されることもしばしばある），

vlirld [vre:q] <世界＞（文字 <I〉は発音されず，上記①の vlirdと

同じ発音になる．ちなみに，＜男＞の意味での karl[ka:r]も <I>

は発音されない）

(4)綴りはくv+cc>でありながら，その綴り内部に合成語の切れ

目（その境界を 1で示す）があるとき．つまり <VICC〉もしく
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はくVCJC〉であれば，上記 B の(1)'(2)と同じになり，母音は

当然長く発音される．

bostad ['bu: 1 sta:d] <住居＞（合成語 bo¥stad),

rnatbord ['rna:t I bu:clJく食卓＞（合成語 rnatlbord)

(5)第2強勢の母音が長母音もしくは半長母音で発音される場合．

villkor ['vII: 1 ko:r] <条件>,passiv ['pas: 1 i・v] <消極的な＞など．

§5. 2. 屈折形・派生形における母音の長さ

屈折あるいは派生によって，長母音に続く子音字が <V>→ <V+n> 

もしくはくv+c〉→ <V+CC(C)〉のように増加したとき，その

母音の長短については，次の 3通りがある（なお， <n〉に関しては

§5. 1. A. (3)②参照）：

(1)短母音化： <V>→ <V+n>, <V+C〉→ <V+CC(C)〉に変わる

ことにより，母音も短くなる場合．

(2)長母音保持：くV+CC(C)〉となりながらも，元の長母音を保持

する場合

(3)長・短母音併存：くV+CC(C)〉となっても，長短どちらの母音

でも通用する場合．

(1)短舟音化 (2)長舟音保持 (3)長・短母音併存

屈 折

名詞

単数形→複数形 not→ notter fa.gel→ faglar 

末知形→既知形 sjo→ sjon fru→ frun 

基本形→属格形 <lag→ <lags tid→ tids stat→ stats 
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(1)短母音化 (2)長母音保持 (3)長・短母音併存

形容詞

共性形→中性形 vit→ vitt fin→ fint 

単数形→複数形 mogen→ mogna 

／既知形

原級→比較級 hog→ hogre 

原級→最上級 hog→ hogst lag→ lagst 

動詞

(s-受動態） skrivas→ skrivs 

不定詞→現在形 n．vas→ n． vs 

（下の［注l参照）

（デポーネンス） rivas→ rivs 

不定詞→現在形 （下の［注］参照）

不定詞→過去形 bo→ bodde/ lasa→ laste/last kopa→ kopte/kopt 

／完了分詞 bott 

過去分詞

単数形→複数形 slcriven→ slcrivna 

／既知形

派 生 person→ personlig 

Vl．t→ v1． tna 

なお，短母音化が生じる際，母音の音質も変わることに注意：

dag [da:g]→ <lags [ daks], gud [gtt:d]→ guds-[gets-] 
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【注】 rivasの現在形 rivsは母音の長短によって意味の違いがある．

長母音であれば， rivaく引き裂く〉の sー受動態 rivasく引き裂かれる＞

の現在形，短母音であればデポーネンス (deponens)のrivasく引っ掻

く（習性がある）〉の現在形である．

長母音， s-受動態 ： Huset rivs. <家が取り壊される〉

短母音，デポーネンス ： Katten rivs. <猫は引っ掻く（習性がある）〉

他にも同様な動詞がある（矢印の左側は不定詞，右側は現在形）．

bitas→ bits 

長母音保持， s-受動態 ：＜噛まれる＞

短母音化，デポーネンス：＜噛む（習性がある）＞

遥 ss,slasについては，母音の長短が子音の綴りに反映されている．

slas → slas 長母音， s-受動態 ：＜殴られる＞

slass→ slass短母音，デポーネンス ：＜格闘する＞

さらに，綴りが同じで意味が異なる例．短母音が副詞に現れること

に注意 (§5.3. (2)参照）．

forstas [ fee'~to:s] 長母音， s-受動態現在形

forstas [fee'即 s:]短母音，副詞

表中の語の意味：

く理解される＞

くもちろん〉

notくクルミ>,fagelく鳥>,sjoく海；湖>,fruく夫人〉， dagく日〉， tid

く時間〉， statく国家〉， vitく白い〉， finく素敵な>,mogenく熟した〉， hog

く高い〉， lagく低い〉， boく住む〉， lasaく読む〉，kopaく買う〉， skrivasく書

かれる〉， personく人〉，personligく個人的な>,vitnaく白くなる〉， gud

く神＞．

（この他にもまだ数多くある．上の表の空白はさらに埋められる

可能性があることを付け加えておく）

§5. 3. 母音の長短によって意味に違いが生ずる語

(I)短母音か長母音かによって意味が異なる語．母音字に後続する

子音字が単一綴りか重ね綴りかにも注意．
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長母音

bredく広い＞

damく女性＞

finく素敵な＞

fulく醜い＞

glasくコップ〉

granくもみの木〉

kapaくハイジャックする〉

遥 sく殴られる〉

takく屋根＞

vagく道〉

短母音

: breddく広さ，幅＞

: dammくほこり；池＞

: finn (finnaく見出す〉の命令形）

: fullく満ちた；一杯の＞

: glassくアイスクリーム〉

: grannく美しい＞

: kappaく（女性用の）コート〉

: slassく格闘する〉

: tackくありがとう〉

: vaggく壁＞

(2)同じ綴りでありながら，母音の長短によって意味が異なる語

(§5. l. A. (3)②を参照）．

長母音

manく（馬などの）たてがみ〉

menく危害＞

minく表情＞

forstasく理解される〉

svans (svanく白鳥＞の属格）

短母音

： く人；男＞

：くしかし〉

：く私の〉

：くもちろん〉

：＜尻尾＞

svalt (svalく涼しい〉の ： (svaltaく飢える〉の過去形）

中性形／副詞； §5.2. の表参照）
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m. 綴りと発音
§6. とそれぞれの発音

スウェーデン語の綴り字と発音は比較的よく一致しているが，そ

れでもいくつかの規則を習得する必要がある．それぞれの綴り字は

どのように発音されるかを以下に示す．

A. 母音字とその発音

スウェーデン語の母音字は全部で9個あるが，それによって表わ

される母音は調音される位置によって前舌母音と後舌母音に分類さ

れる前舌母音に相当する母音は <i,e, a, o, y>の5文字で表わされ，

後舌母音に相当する母音はそれぞれ <a,a, o, u〉の 4文字で表わさ
れる．スウェーデン語文法では，前舌母音を軟母音 (mjukavokaler), 

後舌母音を硬母音 (hardavokaler)と呼んでいる．

特に子音字 (<g-〉， <k-〉， <sk-〉など）の後に続く母音字が軟母音

か硬母音かによって，同じ子音字が全く異なって発音されるので，

軟母音・硬母音の区別はきわめて大切である．なお，長母音・短

母音の区別の仕方は §5参照．

(1) ふo,u〉とその発音

<a> 
くがで表わされる母音の長短［叫/[a]は下述の［記]/[e]と同様に，

単に長さ 1)違いげかりでなく，質的にも大きく異なるので注意を要

する．

① ［叫：

dag [da:g] <日〉， gata['ga:ta] <通り〉， hav[ha:v]ぐ海＞

② [a]: 

natt [ nat:] <夜>,stanna ['stan:a] <止まる〉， flicka['釦k:a]<少女＞

注意：不定詞のマーカーである att[ at:]は，日常の話し言葉では，

しばしば[::)Jと発音される．しかし，接続詞としての attは常

に［叫と発音されることに注意 (§8.B. (2)参照）．
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直＞

① [o:]: 

bla [blo:] <青い>,lasa ['lo:sa] <鍵をかける〉，tag[to:g] <電車〉

② [::,]: 

pask [p::>sk] <復活祭〉， ratta['r::>t:a] <ねずみ〉， sang[s::>IJ:] <歌＞

く0〉

綴り字 <o〉には［叫/[u]の音の他に， <o〉の文字でありながら，

くかの文字の持つ音価 [o:]/[:,]と同じになる語が多数ある．

① ［叫：

bok [bu:k] <本〉， god[gu:d] <良い〉， otur['u: 1 ta:r] <不運＞

② [u]: 

hon (hu叫く彼女>,orm [ur叫く蛇>,tom [tum:]くからの＞

③ [o:]: 

honung ['ho:neIJ] <蜂蜜>,son [so:n] <息子〉， sova['so:va] <眠る〉

④ [:,]: 

folk [folk] <人々 >,komma ['bm:a] <来る〉，sommar['s:,m:ar]く夏＞

注意：文字 <o〉を［叫/[u]で発音するのかそれとも［叫/[:,]

(=<紗の文字の音価）で発音するのかを区別する規則は残念な

がらない． したがって 1語 1語チェックするしか方法はないが，

借入語は [o:]/[:,]で発音される傾向が見られる．

[o:]: 

atom [a'to: 叫く原子〉， dialog[ dra'lo:g] <対話〉， telefon[tele'fo:n] 

く電話〉

[:,]: 

konflikt [bn'flrkt] <争い〉， kontakt[bn'takt] <接触>,soffa 

['s:,f:a ] <ソファー〉

注意：文字 <o〉が， <a〉の持つ音価 [o:]/[:,]で発音されることに

より生ずる，いわゆる異形同音異義語 (homofon)と同形異音

異義語 (homograf)を以下に挙げる．
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<u> 

異形同音異義語

[o:] 

文字 <o>

hovく王室＞

kolく石炭＞

回

文字 <a>

: havく網袋＞

: kalくキャベッ＞

文字 <o〉 文字 <a>

blottく．．．のみ〉 ： blatt (bla <青い〉の単数中性形）

gott (godく良い〉の ： gatt (ga <歩く＞の完了分詞）

単数中性形）

orderく命令> : arderく鋤の一種＞

同形異音異義語

[o:] [u:] 

bor: <ホウ素> : (boく住む＞の現在形）

hov: <王室＞

[:)] 

bort : <むこうへ＞

fort : <砦＞

kort: く短い〉

: (蹄＞

[u] 

: (bora <~すべきである〉の完了

分詞）

：＜速く＞

：くカード〉

<u〉で表わされる母音の長短 [a:]/[e]は［叫/[a]と並んで，単に

長さの違いばかりでなく，質的にも大きく異なるので注意を要する．

① ［廿：] : 

duva ['du:va] <鳩>,nu [n丑：］＜今>,stuga ['st廿：ga] <小屋＞

② [e]: 

kung [keIJ:] <王〉， luft[left] <空気>,mun [me叫く口＞

③ ［廿］：①の短母音 [u]が現れる語もあるが，当該母音には強勢が
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置かれない．

gudinna [gH'dm:a] <女神>,kuvert [kH'vre:r] <封筒>, musik [mH'si:k] 

く音楽＞

④ [v]: 人名における <qu〉の結合においてのみ．

Hellquist ['hel: 1 kv1st] <ヘルクヴィスト〉（姓名）

(2)軟母音を表わす母音字 (i,e, ii, o, y)とその発音

<i> 
① [i:]: 

is [i:s J <氷>,tiga ['ti:ga] <黙る〉， visa['vi:sa]く見せる＞

② [ 1]: 

<e> 

film [fd叫くフィルム〉， sitta['s1t:a]くすわる〉，viss[vis:]くある種の＞

〔例外〕次の目的格人称代名詞の発音：

mig [mej:] <私を／に>,dig [dej:] <君を／に>,sig [sej:] <彼・彼女・

彼らを／に＞

文字 <e〉は [e:]/[e]の他に， <er(+C)〉においてくe>に強勢が

置かれる場合，［ぉ：］！［お］と発音される (<a〉で表わされる短母音と

中和した音については §2.l.[e]の項参照）．

① [e:]: 

leva ['le:va] <生きる〉，resa['re:sa] <旅行する〉， se[se:]く見る〉

② [ e]: 

svett [ svet:] <汗>,tecken ['tek:en] <しるし〉， fa.gel['fo:gel] <鳥＞

③ ［ぉ：］：くer(+c)〉において

erfara ['ぉ：r I fa:ra]/['e:r-] <経験する〉， modem[mu'dぉ叫く現代的＞，

Per [pぉ：r] <パール〉（男性名； Parとも綴られる）

〔例外〕 herde ['he:q_e] <羊飼い＞

（［ぉ：］の音を示す語は，接頭辞 er-を含む語，借入語，固有名詞

などに認められる程度である．接頭辞 er-は ['e:r-] の発音も
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よく聞かれる）

④ ［記］：くer+C〉において．

berg [bぉrj]<山>,herre ['hぉr:e]<紳士>,Sverige ['svぉrje]<スウェー

デン〉 (<i〉は例外的に発音されない）

⑤ その他：特にフランス語からの借入語において．

灌＞

(i) <en〉を含むいくつかの借入語において， <en〉は [aIJ] と

発音される．

engagera [al)ga'fje:ra] <没頭させる〉， enkat[ aIJ'kc:t] <アンケート〉，

pension [pal)'fju:n] <年金〉

(ii) <-ge> を語末に持つフランス語からの借入語において，

語末のくe〉は発音されない．

bagage [ba'ga:fj] <手荷物>,garage [ga'ra:fj] <ガレージ＞

文字 <a〉には [e:]/[e]の他に， <ar(+c)〉において <a〉に強勢

が置かれる場合，［ぉ：］！［叫と発音される (<e>で表わされる短母音

と中和した音については §2.1.[e)の項参照）．

① [ e:J: 

lasa ['le:sa] <読む〉，trad[trn:d) <木〉，vader['ve:der] <天気＞

② [e]: 

hast (hest] <馬>,snail [ snel:] <親切な>,apple ['eple]くりんご＞

③ 徊):<ar (+c)〉において．

曲 [dぉ：r] <そこに〉， l血are['Iぉ：rare) <先生>,nar [nぉ：r] <~するとき；

いつ？〉

④ [re]: くar+C〉において．

farja ['f: ぉrja]<フェリー〉， v如 ne['vぉrme]<暖かさ>,tyvarr [tY'vぉr:]

く残念ながら＞

くo>
文字く6〉には [0:]/[0]の発音の他に， <or(+c)〉においてく6〉に
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強勢が置かれる場合， [re:]/[叫と発音される．

① [0:]: 

hoger ['h0:ger] <右の>,6回く島>,ol [0:l] <ビール〉

② [0]: 

rest [ rnst] <声>,trott [trnt:] <疲れた〉， onska['0nska] <願う＞

③ [ re:]: くor(+C)〉において．

hora ['hre:ra] <聞<>, morda ['mre:q,a] <殺す〉，smor[smre:r] <バター＞
④ ［叫くor+C〉において．

bjork [bjrerk] <白樺>,borjan ['b四rjan]<始まり〉， storre['strer:e] 

(stor <大きい〉の比較級）

<y> 
① [y:]: 

lysa ['ly:sa] <輝く〉， ny[ny:]く新しい〉，tyg[ty:g] <布地＞

② [Y]: 

lyssna ['lYsna] <聴<>, rygg [rYg:] (背>,yrke ['Yrke] <職業＞
〔例外〕数詞 fyrtio['fret:i] (40) 

注意：借入語に現れる yは [j]と発音される．

yen [je叫く円>,yoghurt ['jo:get] <ヨーグルト＞

B. 子音字とその発音

子音の綴りとその発音をアルファベット順に挙げる．

<b> 
① [b ]: 無声子音の前では無声化し， [p] となる．

bad [bo:d] <入浴>,krabba ['krab:a] <カニ〉，absolut[ apsu'lu:t] <絶対の＞

<c> 
<-ck〉の結合と接続詞 och[ :,k:, o:, :, ] <そして〉を除いては，主と

して借入語に現れる．
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① [ s]: <c〉+<e,i, y>において．

centrum ['sentre叫く中心>,cirka ['sirka]くおおよそ>,cykel ['sYk:el] 

く自転車＞

② [k]: <c〉+<上記①以外の母音字〉および母音の後の <ck〉.

camping ['kampI!]] <キャンピング〉，flicka['flrk:a] <少女>,tack [tak:] 

くありがとう〉

③ <ch〉のとき：

(i) [fj]/[S]: 主としてフランス語からの借入語．

<d> 

chauffor [加'fce:r]<運転手〉， chef[fje:f] <上司>,choklad [加'kla:d]

くチョコレート〉；lunch [lenfj]/(len§] <昼飯＞（英語からの借入語

で， [fj]は[§]で発音されることも多い）

(ii)[¥:]: 主として英語からの借入語．

check [¥::ek:] <小切手〉， chips[¥::Ips] <ポテトチップ；（コン

ピュータの）チップ＞

① [d]: 無声子音の前で無声化し， [t]となることがある．

dansa ['dansa] <踊る〉，bredd[bred:] <広さ〉，kladsel['klc:tsel] <服装＞

② 団：語中・語末の <-rd>の結合において．

bord [bu: 屯くテーブル〉， gard[go:q]く屋敷>,varde ['vぉ：cle] <価値＞

③ 発音されない：

(i)語頭が <dj-〉で始まる語．

djup伽 p]<深い；深さ>,djur伽：r] <動物〉，djarv住erv]<大胆な＞

(ii) <-C + d + C-〉の結合において．
handske ['hanske] <手袋>,utlandsk ['u:t I lensk] <外国の〉，

aldst [elst] (gamma! く老いた〉の最上級）

(iii) 日常の話し言葉において，語末の <d>[ d]は通例発音され

なし‘•
alltid (['alt1d]→） ['alt1]くいつも〉，med([me:d]→） [me:]<~と一緒

に>,vad ([ va:d]→) [v叫く何＞
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(iv)その他．

ledsen ['les:en] <悲しい＞

<f> 

① [f]: 

fot [fu:t] <足>,kaffe ['kaf: e] <コーヒー〉，stra町straf:]<罰＞

② [v]: きわめて限られた語のみ. [f]で発音される語もある．

Gustaf ['gestav] <グスタヴ＞（男性名）； sfinx [sVIIJks] <スフィン

クス〉， sfar[svぉ：r] <範囲>, Olof ['u:bv] <オーロヴ＞（男性名）

(sfinx, sfarは [f]で発音されることもある． しかし， atmosfar

[ atm:,s'fぉ：r] <雰囲気＞は常に [f].Olofは[f]で発音されること

もあるが， Olovと綴られると [v]の音である）

<g> 
さまざまな条件によって，大きく分けて以下の 6通りの発音になる．

① [g]: 

(i) <g〉+<a,a, o, u> (つまり硬母音字の前）．

(g〉+<C>(ただし， Cはくj〉を除く）．

gata ['ga:ta] <通り〉， gata['go:ta] <謎>,god [gu:d] <良い〉，

gud [g丑：d] <神>; glad [gla:d] <うれしい＞

〔例外〕 saga ['sej:a]. <言う>; mig [mej:] <私を／に>,dig [dej:] 

く君を／に>,sig[sej:]<彼．彼女・彼らを／に＞．（下記②

の(iv)参照）

(ii)強勢のない音節における (g〉.

fraga ('fro:ga] <質問；質問をする〉， mage['mag:e] <腹>,spegel 

['spe:gel] <鏡＞

注意：gestalt [je'stalt] <姿>,geografi [je::igra'fi:] <地理学＞（下記②の(ii)

参照）； sager ['sej:er] (sagaく言う〉の現在形）

(iii)語末の <g〉．ただし，く-lg〉,<-rg〉の結合は除く（下記②の(iii)

参照）．
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lag [la:g]く法律>,vag [vo:g] <波>,agg [eg:] <卵＞

〔例外〕 sag [sej:] (sagaく言う〉の命令形）

② [i]: 

(i) <g〉+<i,e, a, o, y> (軟母音字の前で，その音節には強勢が置

かれる）．

gift [jrft] <結婚している〉， ge廿e:]<与える〉， gast[jest] <客＞，

gora ['jre:ra] <する〉， gyttja['jYtja] <泥〉

〔例外〕 getto ['get:u] <ゲットー〉， logik[b'gi:k] <論理〉などの

借入語．

(ii)借入語においては，強勢のない音節における軟母音字

<i, e, a, o, y>の前でも <g〉は [j] と発音される（上記 <g〉

の①(ii) 「注意」を参照）．

gemensam [je'me:n Isam] <共通の〉， gevar[je'vぉ：r] <銃＞，

gymnastik LJYmnas'ti:k] <体操＞

(iii)語中・語末の <-lg〉, <-rg〉.

<-lg〉:

helg [helj] <祝祭日〉， svalg[svalj] <咽喉>,alg [elj] <ヘラジカ〉

〔例外〕 helgon ['helg:,n] <聖人〉，Helge['helge] <ヘルゲ＞（男性名）

<-rg〉:

arg [arj] <怒って〉，medborgare['me:d I b:,rjare] <市民＞，

orgel [':,rjel] <オルガン〉， Norge('n:,rje] <ノルウェー〉

（ただし，これらの子音結合に音節の切れ目がある語は除く：

gurgla ['gergla] <うがいをする〉， organ[ :,r'g a:n] <器官＞）

〔例外Jkirurg [ yI'rerg] <外科医>; morgon ['m:,r::,n] <朝＞
(iv) その他：

saga ['sej:a] <言う〉（上記 <g〉の①(i) (例外〕を参照）

目的格の人称代名詞（上記の母音字 <i〉の項参照）：

mig [mej:] <私を／に〉， dig[dej:] <君を／に〉， sig[sej:] <彼．

彼女・彼らを／に〉
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③ [ IJJ: 

(i)語中・語末の <ng〉の結合において．

血 g(bIJ:]く長い>,manga ['m:,IJ:aJ <多くの>,vinge ['vrIJ:e J <粟＞

注意：合成語や借入語で <n〉と <g〉の間で音節が切れる語は

除く：

angrepp ('an: 1 grep:] <攻撃>(=anlgrepp), ange ['an: ije:] <述べる〉

(=anlge); ingenjor [ IIJfjen'jce:r] <技師>,fungera [feIJ'ge:ra] <機能する〉

（なお，最後の2語については <n>の③(ii)「注意a)」を参照）

(ii)語中・語末の <gn>の結合において．

regna ('reIJna] <雨が降る〉， ugn[ 01Jll] (オープン〉， vagn[vaIJnJ 

く車両＞

注意：借入語や屈折によって <gn>の結合が生じた語は[IJ]に

はならず， [gn]である．

trogna ['tru:gna] (trogen ('tru:gen] <忠実な＞の複数形／既知形）

diagnos [ drn'gno:s] <診断>,prognos (pru'gno:sJ <予知〉

④ [k]: <s> [s]もしくは <t>[t]の前でしばしば無声化されて [k]

になる．

slagsmal ['slaks , mo:IJ <喧嘩>,sagt [sakt] (sagaく言う〉の完了分詞），

<lags [ dales J <時点＞

⑤ [fjJ/[JJ: フランス語からの借入語で， <e>または <i>の前の <g〉.

geni [fje'ni:] <天才>,garage [ga'ra:fj] <ガレージ>,energi [ enぉr'fji:]

くエネルギー＞（ただし；その形容詞 energiskくエネルギシュな＞の

発音は [e'n記rg1sk]) 

注意：借入語ではこの規則により発音される語もあれば，上記の

規則 (<g〉の②(i)の <g〉+<軟母音字＞）通り， Li]で発音され

る語もある．さらに一方では， [g] と発音される語もある．

Li]: regering [re'je:nIJJ <政府>,register [ re'j 1ster J <登録＞

[g]: logik [b'gi:k] <論理>,tragisk ['tra:g1sk] <悲劇的な＞

《参考》同じ借入語でも，地域的・社会的・個人的な差異によって， Li]/[g]

両音の発音が認められる語：

zigenare [s1'je:nare] / [s1'ge:nare] <ジプシー〉
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⑥ 発音されない：

(i)語頭の <gj-〉の結合において．

gjorde ['ju:cl_e] (goraくする〉の過去形）， gjuta['j廿：ta]<注ぐ＞

(ii) 次の語の <g〉は通例発音されない．

jag加：］く私>,dag [d叫く日＞（さらに， dagを合成語の後要素

に含む語：叫ndag['manda] <月曜日〉などの曜日名）； morgon 

['mar:an] <朝＞（直前の [r]に同化される）

(iii)特に日常の話し言葉において，強勢のない <-ig(t)〉,<-lig(t)〉で

終わる形容詞・副詞の <g〉[g]は，通例発音されない．ただし，

<-igt〉,<-ligt〉の場合は，上記④により [k]でも発音される．

aldrig ['aldn(g)] <決して～しない〉， fattig['fat:1(9)] <貧しい〉，

roligt ['ru:lr(k)t] (roligく面白い〉の単数中性形／副詞）

<h> 
① [h]: 

hand [hand] <手>,hemma ['hem:a] <家で〉， enhet['e: 町 he:t]<単一体＞

② 発音されない：

(i)語頭の <hj-〉の結合において．

hjul伽 l]<車輪>,hjalpa ['jelpa] <助ける〉， hjarta['jぉt:a]<心臓＞

(ii)語末の <h〉やその他．

<j> 

oh [o:] <オー〉（間投詞）； thriller ['tnl:er] <スリラー〉， Thomas

['tu:mas] <トーマス〉（男性名）， yoghurt['jo:get] <ヨーグルト〉

① [j]: 

Japan ['ja:pan] <日本〉， fjall[fjel:] <山〉， maj[maj:] < 5月＞

② [fj]/[S]: 借入語にみられる．

journalist [fju11,a'hst] <ジャーナリスト〉， projekt[pru'fjekt] <プロ

ジェクト〉
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③語頭のくlg-〉の結合において[¥]の音になる（文字 <k〉の項参照）．

kjol [ t;:u:l] <スカート〉

<k> 
① [k]: 

(i) <k〉+<a, a, o, u> (つまり硬母音字の前）ならびに

<k〉+<C>(ただし， C はくj〉を除く）

kasta ['kasta] <投げる〉， kal[ko:I]くキャベツ〉， kopp[bp:] 

くカップ〉， kusin[ku'si:n]くいとこ>; kniv [kni:v] <ナイフ>,makt 

[makt] <権力>,klocka ('kbk:a] <時計＞

(ii)強勢のない音節における <k>.

taket ['ta:ket] (takく屋根＞の単数既知形）， rike['ri:ke] <王国〉，

tr拙ig['tro:kr(g)] <退屈な＞

(iii)語末の <k〉.

rik [ri:k] <豊富な>,sak [sa:k] <物〉， smak[ sma:k] <味＞

② [¥]: 

(i) <k〉+<i,e,a,o,y>(軟母音字の前で，その音節には強勢が置

かれるただし， <sk〉の結合については， <s>の項③(i)(ii) 

および(vi)の「注意」 d)を参照）

kind [<emd] <頬>,kedja ['<,e:dja] <鎖>,kand [ <,end] <有名な＞，

kott [c0t:] <肉>,kyrka ['<;:Yrka] <教会〉

注意：借入語，新語，地名（特に，スウェーデン北部のサーミ語

による地名）では，軟母音の前でも [k]で発音される．

ko [k0:] <行列>,paket [pa'ke:t] <包み〉， kille['kil:e] <男の子〉，

Kiruna ['kir:e叫くキルナ＞（スウェーデン北部の町）

(ii)語頭のくlg-〉．この子音結合で始まる単語は人名を除けばほん

のわずかで，そのうちよく使われるのは次の 1語のみである．

kjol [ cu:l] <スカート〉；（人名： Kj ell [<eel:] <チェル〉（男性名））

③ [k]/[ c ]: いくつかの語（その多くは借入語）は，地域的・社会

的・個人的な差異によって， [k]もしくは[(,]で発音される．

arkitekt [arkr'tekt] / [ar<,I'tekt] <建築家＞，
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kilo ['ki:lu] / ['c;:i:lu] <キログラム〉，

kiosk ['kr::isk] / ['y(r)::isk] <キオスク＞

なお， <ck>,<sk>の発音については，それぞれ <c>,<s>の項を参照．

<I> 
① [!]: 

lukt [lekt]くにおい〉，kalla['kal:a] <呼ぶ>,stol [ stu:l] <椅子＞

② [U: 語中・語末の <rl〉の結合において．

farlig ['fo:l1g] <危険な>,harlig ['h叫 19]<素晴らしい〉， parla

['p叫a]<真珠＞

〔例外〕 <rl〉の結合だが，そり舌音にはならない：

Karl [ka:l] <カール＞（男性名； <r〉は発音されない）

karl [ka:r] <男>(<l〉は発音されない；下記③(ii)参照）

③ 発音されない：

(i)語頭のくlj-〉の結合において．

ljud伽：d]く音>,ljus LJl:l:s] <光；明るい〉， ljogu0:g] (ljuga ['j出ga]

＜嘘をつく〉の過去形）

(ii) その他，例外的にくl〉が発音されない語：

<m> 

varld [vre:q] <世界＞

(<I>が発音されないため <rd〉の結合ということになり，

そり舌音で発音される．その結果 vard[vぉ叫く～に値する〉

と同じ発音になる）

karl [ko:r]男＞（十陀②の例外を参照）

① ［叫：

man [ma叫く人；男〉，hamn[hamnJく港〉，smuts[smets] <汚れ＞

<n> 
① [n]: 

nasa ['n1:::sa] <鼻>,somn [s0mn]く睡眠>,tunna ['ten:a] <樽＞
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② 国：語中・語末の <rn〉の結合において．

barn [ba叫く子供>,garna ['jぉ：叫く喜んで>,horn [hu叫くつの＞

③ [ IJ]: 

(i) <k〉の前において．

ankare ['aIJkare] <錨>,bank [baIJk] <銀行>,tanke f'tal)ke] <考え＞

(ii) 語中・語末の <ng〉の結合において ((g〉の③(i)参照）．

hanga ['heIJ:a] <掛ける>,sang [s:, 叫く歌>,tung [tel):]<重い〉

注意 a):<n〉のみで[IJ]を表わす語もある (<g〉の③(i)「注意」

を参照）．

ingenjor [ IIJfjen'jre:r] <技師>,fungera [feIJ'ge:ra] <機能する〉

注意 b):語中・語末の <gn>の結合は[!Jil]となる (<g〉の③(ii) 

参照）．

regn [reIJn] <雨>,lugna ['lei)叫く落ち着かせる〉

④ 発音されない：語中・語末のく-C+n+C-〉の結合において．

jamnt [jemt] (jamn [jemn] <平らな＞の単数中性形／副詞.jamt 

f.iemt] <常に〉と同じ発音になる），

namnde ['nemde]/namnt [nemt] (namna ['nemna] <言及する〉のそれ

ぞれ過去形／完了分詞）

<p> 
① [p]: 

papper ['pap:er] <紙>,skapa ['ska:pa] <創造する〉， spik[spi:k] <釘＞

② 発音されない： <ps>で始まるいくつかの借入語．

psalm [sal叫く賛美歌〉， psaltare['saltare] < (旧約聖書中の）詩篇＞

注意：これ以外のくps>で始まる語は通例 <p>[p]が発音される．

<q> 

pseudo匹 ['psevd吋く偽りの〉， psykologi[ 1 psvk叩 'gi:]<心理学〉，

psoriasis (pS()'ri:asis]く乾癬＞

多くは <qv〉もしくはくqu〉の結合で現れ，借入語と固有名詞に

見られるのみである．なお， <qu〉は [kv]と発音される．
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① [k]: 

<r> 

Qatar [ka'ta:r] <カタール〉（国名） quisling ['kv1shIJ] <売国奴＞，

Lindqvist ['lmd I kvrst] <リンドクヴィスト〉（姓名）

① [r]: 

rot [ru:t] <根>,torr [t::,r:] <乾いた〉，soder['s0:der] <南＞

注意：下記②を除いては，語中・語末の <r〉もあいまいな音にな

らず，明瞭に発音される．

② 発音されない：

(i)語中・語末の <rd>,<rl>, <rn>, <rs>, <rt〉の結合において，

[r]音は後続するそれぞれの子音と融合し，そり舌音になる

(<d>, <I>, <n>, <s>, <t〉のそれぞれの項参照）．

jord [iu:qJく大地〉，karl[cぉ：U<容器>,j如1[iぉ叫く鉄〉， kurs[ke~:] 

くコース〉，vart[vat:] <どこへ？＞

〔例外〕 Karl [ka:l] <カール〉（男性名； <r〉は発音されない．

なお， karl[ka:r] <男〉はくl〉が発音されない）

(ii)次の語では日常の話し言葉において無強勢の場合，通例 [r]

は発音されない．

<s> 

町記(:),c(:), e(:)], var [va:] (それぞれ vara<~である〉の現在

形，過去形）

スウェーデン語の <s〉は，決して有声音 [z]になることはない．

① [ s]: 

sol [su:l] <太陽>,sv出[svo:r]<困難な>,frysa ['fry:sa] <凍る〉

② [~]: 

(i)語中・語末の <rs>の結合において．

annars ['an:a~J <さもないと〉，forsok[fre'~121:k] く試み〉， mars [ma~:] 

く3月〉， norsk[n:,~k] <ノルウェーの〉， varsagod[ 1 va~::,'gu:(d) J 

くどうぞ＞
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(ii)語中の <sc>:主に借入語．

fascinerad [fa~r'ne:rad] <うっとりする〉，fascist[fa'~1st] <ファシ

スト党員＞

注意： <sc〉を [s] と発音する語．

disciplin [ d1s1'pli:n] <規律>,seen [se:n] <場面＞など．

(ill)語頭の <sch>: 限られた語のみ．

Schweiz [Fejts] <スイス〉，schweizisk['~vejts1sk] <スイスの＞

③ [fj ]/[J]: 

(i) <sk〉+<i,e, a, o, y> 

（軟母音字の前で，その音節には強勢が置かれる．ただし，

<s>と <k〉の間に音節の切れ目がある語は除く．下記参照）．

skicka ['fj1k:a]く送る〉，maskin[ma'fji:n] <機械>,skepp [fjep:] <船＞，

besked [be'fje:d] <回答>,ska! [fjd] <理由>,skon [加：n] <心地良い〉

〔例外〕借入語： skepsis ['skeps1s] <懐疑>,skiss [ skrs:] <概略＞など．

(ii) <sk〉+<j>.

skjorta ['fjut:a] <シャツ〉， slqul[加：I]<納屋>,skjuta ['fjむta]<射る〉

(ill) 強勢のある音節が <stj-〉で始まるとき．

stjala ['fjda] <盗む>,stjalk [fjelk] <茎>,stjarna ['恥叫く星＞

(iv)強勢のある音節が <sj-〉で始まるとき

sju [加：］く 7>,sjal[fj叫］＜魂>,sjo [加：］＜湖；海＞

(v) <sch>, <sh〉の結合において．借入語に見られる：

a) <sch>: 

語頭： schack [fjak:] <チェス〉， schema['fje:ma] <案〉

〔例外〕 schizofreni [ 1 sk1ts::ifre'ni:] <精神分裂症＞

語中・語末： duscha ['defj:a] <シャワーを浴びる〉， bransch[branfj] 

く業界＞

b) <sh>: 

sherry['徊叫くシェリー酒>,shop [恥p:]<店＞
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(vi)語中のく(s)si>, <ssj>, <sti>の結合において．

a)く(s)si>:主に借入語．

division [ drvr'fju:n J <分割>,passionerad [pafju'ne:rad] <熱情的な＞，

pension伽IJ'fju:n]<年金>(pen-の発音に注意 §6. A. (2) <e> 

の⑤(i)参照）

b) <ssj>: スウェーデン語本来の限られた語のみ．

h祁sja['hefj:a] <干し草掛け>,ryssja ['rvfj:a] <筒状の網（釣道具）〉，

vyssja ['vvfj:a] <子供を寝かしつけるために子守歌を口ずさむ＞

c) <sti>: 限られた固有名詞のみ．

Kristianstad [kr哺ansta]<クリシャンスタ＞（スウェーデン南部

の町）

d) <-st>i<g十軟母音字＞

合成語中において，前要素が <st〉で終わり，後要素が <g+軟

母音字＞で始まるときに生じる結合で， 日常の話し言葉では

しばしば [fj]/[f]となるが，綴り通りに [-st]+仕］と発音される

こともある．

vastgote ['vefj:0te] / ['vest, j0:te Jく西ヨータランドの人〉，

6stg6te ['0加te]/ ['0st ij0:te] <東ヨータランドの人〉，

gastgivare ['jefj: 1 i:vare] / ['jest iji:vare J <旅館の主＞

注意：以下の場合は，綴り通り [sk]と発音される：

a) <sk〉+<a,a, o, u> (つまり硬母音字の前）．

skatt [skat:] <税金；宝>,skap [sko:p] <戸棚>,skog [sku:g] <森＞，

skugga ['skeg:a] <影＞

〔例外〕 manniska ['men:rfja] <人間〉，marskalk[ma'§alk] <司令官＞

b) <sk>+<C〉（ただし， Cはくj〉を除く．上記 <s>③(ii)参照）

skrika ['skri:ka] <叫ぶ>, skvaller ['skval:er] <ゴシップ〉

c)音節末の前の <sk〉.

asken ['asken] (askく灰＞の単数既知形）， fisk[frsk] <魚>,fiske 

['frske] <漁業>,ruskig ['reskrg] <不快な>,komisk ['ku:mrsk] 

＜喜劇的な＞
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<t> 

〔例外〕 skelett [ ske'let:] <骸骨>, kanske ['kanfje] <おそらく＞

（助動詞 kanと動詞 ske[fje:] <起こる〉の合成語）

d) <s〉とくk〉の間に音節の切れ目がある語．

konfiskera [bnf1s'ke:ra] <没収する〉， demaskera[ demas'ke:ra] 

く仮面をはぐ>(<k〉＋（軟母音字＞ではあるが，発音は [kJで

あることに注意. <k〉の項②(i)参照）．

(Hedelin (1997)によると以下の語は上記の語とは異なる

音節の切れ目を示している； maskera [ma'ske:ra] <仮装する〉，

riskera [n'ske:ra] <危険を冒す〉）

① [t]: <th〉と綴られても [tlの音である．

titta ['tit:a] <見る〉， sta[sto:] <立っている〉， hat[ha:t] <憎しみ〉，

thriller『trd:er]<スリラー〉， Thomas['tu:mas] <トーマス〉（男性名）

② [U: 語中。語末の <rt〉の結合において．ただし，く-ert〉で終わ

るいくつかのフランス語からの借入語は除く（下記⑥(i)参照）．

karta ['ka:ta] <地図>,ort [叫く場所〉， svart[sv叫く黒い〉

③ [9 ]: 強勢のある音節が <tj-〉で始まるとき．

tjock [ q::,k:] <太った〉， tjana['qE:na] <稼ぐ>,fortjust [fa::r'qu:st] 

く気に入っている〉

注意：語中。語末の <-ttja〉は [-tja] と発音される．

gyttja ['jytja] <泥>,utnyttja ['H:t1nYtja] <利用する〉， vittja['vrtja] 

＜漁る〉；なお，男性名 Fritjof['fritj::>f] <フリッツィヨフ〉も [-tj-]

と発音される．

④ [fj ]/[S]: 語中・語末の <-tion(-)〉における <ti>.

lektion [lek'fju:n]く授業〉， station[sta'fju:nlく駅〉， funktionell

[feIJkfju'nel:] <機能的な＞

〔例外〕 bastion (bastr'u:n] <要塞〉

注意：次の 4語およびその派生語・合成語のみ <ti〉において

<t〉[t]も発音される．

motion [mut'fju:n] <運動>,nation [nat'fju:n] <国民>,portion 
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[pc)t'fju:n] < (食べ物） 1人前〉， rationalisering[ 1 ratfjunah'se:nIJ] 

く合理化＞

⑤ [ts]: 語中。語末のく-tia(-)〉,<-tie(-)〉の結合において．

aktie ['akts1e] <株>,initiativ [ 1 1mtsrn'ti:v] <イニシアチプ〉，

justitieminister伽s'ti:tsjem1 1 mster] <法務大臣＞

〔例外〕 patient [pas1'e叫く患者＞

⑥ 発音されない：

(i) <-ert〉で終わり，その音節に強勢が置かれるいくつかの

フランス語からの借入語．

dessert [ de'sぉ：r] <デザート>,konsert [kc)n'sぉ：r] <コンサート〉，

kuvert [k丑'v紀：r] <封筒＞

注意： expert [eks'p叫じ］＜専門家＞

(ii) その他， 日常の話し言葉における以下の語：

det [de:] <それ＞（限定詞，指示・人称代名詞の単数中性形）

att [c)] (不定詞を導くマーカー．ただし，接続詞としての artは

常に［叫と発音されることに注意； §8.B. (2)参照）

<v>/<w> 

<v>とくw>の発音は同じであることはすでに述べた (§1.(1)参照）．

① [v]: 

veta ['ve叫く知っている〉， riva['ri:va] <裂く〉， halv[halv] <半分〉；

Wallenberg ['val:e町 bぉrj]<ヴァッレンバリ＞（姓名）

② ［月：無声子音 [s],[t]が後続すると無声化されて， [f]になる．

livstid ['hfs I ti:d] <一生>,trivsel ['tnfsel] <快適さ>,hal vt [halft] 

(halvく半分の〉の単数中性形）

<x> 
① [ks]: 英語のように，決して [gz]のように有声音にはならない．

なお，語中のくXC〉も [ks]となる．

exempel [ek'sempel] <例>,laxa ['leksa] <宿題；教訓>,vaxt [ vekst] 
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く植物>; exceptionell [eksepfju'nel:] <例外的な＞

② [kfj]/[kJ]: 語中・語末の <-xion(-)〉における <xi〉.

reflexion [reflek'fju:n]く反射＞

注意： Vaxjo ['vek: 1加：］＜ヴェックシュー〉（スウェーデン南部の町）

<z> 
常に無声音 [s] であって，決して有声音 [z] にはならない．

スウェーデン語には [z]の音は存在しない．

① [ s]: 

zink [ SIIJk] <亜鉛>,zoo [s叫く動物園〉，zon[su:n] <地帯＞

② [ts]: 限られた語における語中・語末のくz>.

Schweiz [~vejts] <スイス〉， schweizisk['~vejtsrsk] <スイスの＞
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§7. 特に注意すべき綴り字の発音

ここでは， §6で述べた母音字・子音字の発音のうち，特に重要

な綴りの結合とその発音について簡単にまとめる．詳しくは，前章

の当該文字の項を参照されたい．また，参考のために子音に関する

異形同音異義語も挙げる．

§7 .1. まとめ：重要な綴り字結合とその発音

A. 母音字について

強勢のある音節において

<e>+<r> → ［ぉ：r] 

<e>+<r+C>→ ［記rC]

く6〉+<r> → ［四l
く6〉+<r+C〉→ [ cerC) 

B. 子音字について

(I)語頭の子音

<a〉+<r> → ［ぉ：r] 

<a>+<r+C>→ ［記rC]

① 語頭の子音の発音の仕方が後続の母音や子音の種類によって

左右される場合．

<g>+<i, e, a, o, y >→  [j] <g〉+<a,a, o, u>→ [g] 

<k〉+<i,e, a, o, y〉→ 「cl <k〉+<a,a, o, u〉→ [k] 

<kj-> → [c] 

<tj-〉 → [9] 

<sk〉+<i,e, a, 6, y〉→ [fj ]/[S] <sk〉+<a,a, 0, U〉→ [sk] 

<skj-> → [ fj ]/[S] 

<stj-〉→[fj J/[S] 

<sj-〉→[fj ]/[S] 
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② 語頭の最初の子音字が発音されない．

<dj-〉， <gj->, <hj-〉， <lj-〉→ [j] 

(2)語中・語末の子音結合：

<-lg> → [lj] <-rg〉→ [rj] 

そり舌音：

<-rd> → ［引

<-rs> → [~] 

<-rl> → [U 

<-rt〉→ [t] 

<-rn〉→ 国

§7. 2. 異形同音異義語

上記の綴りの違いにより，生じる異形同音異義語について挙げる．

(l)<dj-〉， <gj-〉， <hj-〉,<lj-〉はすべて Li]の音になる (§6.B. の
<d>③ (i) ; <g〉⑥(i) ; <h>② (i) ; <I>③ (i) の各項参照）：

異形同音異義語

<dj-> <.i-> 

伽rv]:djii.rvく大胆な> : jii.rvく（動物）クズリ＞

<gj-〉 <hj-〉 <j-> 
伽喝 gjord(goraくする〉の ： hjordく群れ> : jordく大地＞

過去分詞）

<gj-> <hj-> 

伽t:]:gjort (goraくする〉の ： hjortく鹿＞

完了分詞）

<ltj-〉 <.i-〉

伽：I]: hjulく車輪〉 ： ju! くクリスマス〉

<ltj-> <g十軟母音字＞

['j血：叫： hjarnaく脳> : garnaく喜んで＞
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<lj-〉 <gj-〉

['j出ta]:ijutaく(ijutadodenの ： gjutaく鋳造する〉

表現で）死ぬ＞

(2) <kj- 〉， <tj-〉はともに[~]の音になる (§6. B. <k〉②,<t〉③の

各項参照）：

異形同音異義語

<tj-> <ch-> 

[ 1,:ek:]: tjeckくチェコ人男性> : checkく小切手〉

<k+軟母音字＞

: kackく快活な〉

(3) <sj-〉， <skj-〉， <stj-〉においては[fj ]/[f]の音になる (§6.B. 

<s>③参照）：

<sj-〉

[fjd]: sjalく精神〉

<sj-〉

異形同音異義語

<stj-> 

: stjal (stjalaく盗む〉の

現在形）

<sk十軟母音字＞

: skalく理由＞

['fjel叫： sjalva (sjalvく自身＞

の複数形）

<sk十軟母音字＞

: skalvaく揺れる〉

(4) <-lg〉,<-rg〉における <g〉は [j] と発音される (§6.B. <g〉

② (ill)参照）：

異形同音異義語

<-rg〉 <-rj> 

['f: ぉrja]:fargaく色をつける〉 : farjaくフェリー〉

(5) <-rd>, <-rl>, <-rn〉,<-rs>, <-rt〉においては，それぞれそり舌音

団， [U,[rt], (~], [Uになる (§6.B.の <d>,<I〉,<n〉,<r〉,<s〉,<t〉

の各項参照）：
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そり舌音か歯音かによって意味が異なる語

そり舌音

団

bordくテーブル〉

mordく殺人＞

国

tornく塔＞

vamaく警告する〉

国

i morseく今朝＞

varsく誰の〉（関係詞）

[U 

bortく向こうへ＞

sportaくスポーツをする＞

fartく速さ＞

startくスタート〉

歯音

[d] 

: bod<商店〉

: modく勇気＞

[n] 

: tonくトーン〉

: vanaく習慣＞

[s] 

: mosseく沼＞

: vassく鋭い〉

[t) 

: bott (boく住む〉の完了分詞）

: spottaく唾を吐く〉

: fatく皿＞

: statく国家〉

注意：そり舌音の直後にさらに <d,I, n, s, t〉が続くと，これらの

子音は引き続き同化されてそり舌音になる．

団： bamdom ['ba:rt I q_um:] <幼年時代〉，torsdag['tu: 汎ii]<木曜日〉

[U: forslag [foe'~la:g] <提案>,forsla ['fo乳a]<運搬する〉

国： h如dna['ho:clrta]くかたくなる〉， ordning['o:clllJlJ] <秩序＞

[~]: barnslig ['ba: 咽LigJ<幼稚な〉， fortsiitta['fut: 1~et:a] <続ける〉

[tJ: forsta [foe'~to:] <理解する〉，torstig['toe乳19]くのどの渇いた〉
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§8. ロ語における発音上の特徴

日常の話し言葉においては，綴り通り発音されない文字や，音を

多少変化させる語がある．それらはきわめて使用頻度の高い語禦の

中に見出されることが多い．それらを以下に挙げる．

A. 発音されない場合

(1)語末音が省略される．

① 多くは単音節の日常的な語彙に見られる：

a)発音されない語末の <d>[d]. 

god [g叫く良い〉， med[me:]<~と一緒に>,vad [v叫く何＞

b)発音されない語末の <g>[g]. 

jag加：］＜私>,dag [d叫く日〉（また sondag['s0nda] <日曜日〉

など dagを含む合成語において）

c)発音されない語末の <t〉[t].

det [ de:] (代名詞・限定詞 denの単数中性形）， litet ['li:te] <小さ

い；少し〉，mycket('mvk:e] <非常に；多量の＞

② 形容詞の語尾 <-ig〉の <g〉[g]は通例，発音されない．しかし，

これらの形容詞が tー語尾付加によって単数中性形／副詞を形成

するとき，すなわち <-igt〉において <g〉[g]は無声化して

[k]になることもある．

ti dig ['ti:d1(g)] <早い〉 : tidigt ['ti:dr(k)t] <早く〉

vanlig ['va:nlr(g)] <通常の〉： vanligt ['va:nh(k)t] <通例（の）〉

③ 数詞 30~90の語末のくo〉[u]. またこれらの数詞が組み合わ

されても同様である．

trettio ['tre叫く30〉,nittio ['m叫く90〉,fyrtiofem [f叫r'fem:]<45〉

④ いくつかの動詞の語末：

a) vara <~である〉の現在形，過去形の語末の <r>[r]. 

紅［ぉ(:),E(:), e(:)] (現在形），var[v叫（過去形）

b)laggaく横たえる〉， sagaく言う〉の過去形において．

lade [I叫，sade[s叫（発音通り la,saと綴られることもある）

60-



c)第 1活用動詞の過去形は，過去形の語尾が脱落して不定詞と

同音になることがある．

prata ['pra:ta] (=pratade; prataく話す〉の過去形），

ropa ['ru:pa] (=ropade; ropaく叫ぶ＞の過去形）

(2)語中音が発音されない，いわゆる「短縮形」．

強勢のある音節に続く語中音 "d+e/a","g+e/a/o"が脱落して，

短縮形を形成する語がいくつかある．この語中音脱落は限られた，

しかしきわめて日常的な語彙に生ずる．綴りの上ではきちんと書か

れていても，発音されるときは短縮形を使うことが多い．

① "d+e/a"脱落が見られる語：

far [fo:r] <父親>(=fader), mor [mu:r] <母親>(=moder), bror 

[bru:r] <兄弟>(=broder), arton ['a:t:Jn] <18〉(=arderton), 

er, ert, era [ e:r, e:t,'むra]くあなた（がた）の>(= eder, edert, edra) 

（以上の語は，書き言葉でも語中音脱落を起こしている短縮形

で綴られるのが一般的である）

叫 nan['mo:nan] (=manaden; m釦adく（暦の）月〉の単数既知

形）， stan[ sta:n] (= staden ; stadく都会〉の単数既知形）， sen[se:n] 

(=sedanくそれから)), san, Sant, Sana [s:Jn:, S:Jnt,'s:Jn:a] 

(= sadan, sadant, sadanaくそのような＞）

② "g+e/a/o"脱落が見られる語：

dan [ da:n] (= dagen ; dagく日〉の単数既知形）， dar[da:r] (= 

dagar; dagく日〉の複数末知形）， nan,nat, nara [ n:Jn:, n:Jt:,'no:ra] 

(= nagon, nagot, nagraく誰か；何か〉）， nansin['n:Jnsrn] (= 

雌gonsinくこれまで〉）， nanstans['n:Jnstans] (= nagonstansくどこ

かに>),n細ting['n:Jn: 1 tlIJ] (=nagontingく何か＞），

tjugoett [ 1 i;u:'et:] <21〉(=[1<;u:gu'et:];綴りは略さずに書かれ

るが，発音されるときは語中の -go-Iま， しばしば脱落する．

21~29の数詞についてこのことが言える）

《参考》スウェーデン語の語中音脱落による短縮形については，歴史的・

文体的視点からみた以下の研究がある．
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Carin Ostman. 1992. Den korta svenskan. Om reducerade ordformers 

inhrytning i sk1)/isprみketunder nysvensk tid. Uppsala: lnstitutionen 

for nordiska sprak vid Uppsala universitet. 

B. 発音が変わってしまう

(1)次の数詞の語末： [u]→ [e]になる．

nio ['ni:e] < 9〉(=['ni:u ]), tio ['ti:e] < 10〉(=['ti:u]),tjugo ['y出 ge]

く20〉(=['yti:gu])

(2)その他の重要な語．

att回（もしくは［叫；不定詞を導くマーカー）

de [d::lm:] <彼らは>(3人称代名詞複数主格）

dem [ d::lm:] <彼らを／に〉 (3人称代名詞複数目的格）

注意：不定詞を導く attは， 日常の話し言葉では[at:]の他に

[::)]と発音されることもしばしばある．しかし，接続詞とし

ての attはくだけた話し言葉でも常に [at:]であり，[::)]と

発音すると誤りとなるので注意を要する (§6.A.(l)<a〉

の項参照）．なお，不定詞を導く attと接続詞 ochくそして〉

（無強勢の場合）はともに[::)]の発音となる．

注意：方言によっては様々な発音もあるが，現代の標準

スウェーデン語では主格の deも目的格の demも，ともに

[d::lm:] と発音される．そのため dam と綴られることも

あるが，書き言葉では両者の綴りは上記のように必ず区別

して書くことが求められる．なお， deを[de:] とは発音し

ないこと.[de:]は <let(代名詞・限定詞 denの単数中性形）

を意味するので注意 (§8.A. (1)① c)参照）．

(3)語連続におけるそり舌音．

文節中の語連続において， <r>で終わる語の後に <d,I, n, s, t〉で

始まる語が休止なく続く場合には，その <r〉とこれらの子音とが語

と語の間で同化してそれぞれ，そり舌音団 [ll[T¥] [~] [tJを形成する．
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団：Kommeし~u? <来ますか?>, Naし曲？くいつ？＞

[U: Huuangt? <どのくらい遠いのですか？＞

国：Har yi hort? <聞いたことがありますか？＞

国： foし~tor く大きすぎる>, Han tvattaし~ig. <彼は体を洗う＞

旧：foUidigtく早すぎる〉

(§2. 2. の [q][U [aj [~] [Uの項参照）
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§9. 特に注意すべき綴り <m〉と <n〉について

スウェーデン語では，屈折や派生を通じて語中・語末の <m〉,<n> 

が重ね綴りになったり，重子音字のくmm〉,<nn〉の 1つが脱落した

りすることがある．注意しなければならないのは，このような場合

は通例これらの子音字の前の母音は短く，また同時に第 1強勢が

あることである．

A. <m>, <n〉が重ねられる

語末が〔短母音十<m〉〕もしくは〔短母音+<n>〕の結合で終わる語

において，屈折・派生により次に母音が続く場合，通例 <m〉,<n〉は

重ねられる．

(1) <m〉→ <mm〉:

rum [rem:]<部屋＞

dum [de叫く愚かな＞

→ rurnmet ['rern:et] (rumの単数既知形）

→ durnma ['dem:a] (dumの既知形／複数形）

drom [drom:] <夢＞ → dromma ['dr0m:a] <夢を見る〉

注意：次の派生語は母音が短いにもかかわらず， <m〉は重ね

綴りをしない．

dom [du叫く判決＞ → doma ['d0m:a] <裁く〉

→ domare ['直m:are]<裁判官＞

Rom [rum:] <ローマ〉→ romare ['rum:are]くローマ人〉

(2) <n〉→ <nn>: 

man [man:]<男＞

van [ve叫く友人〉

→ mannen [1man:en] (manの単数既知形）

→ mannen [1men:en] (manの複数既知形）

→ vannen ['ven:en] (vanの単数既知形）

→ vanner ['ven:er] (vanの複数形）

(3)次の場合は <m〉,<n〉を重ね綴りしない：

① <m〉,<n〉の直前の母音が長母音のとき

dam [do: 叫く婦人〉 → damen ['da:men] (damの単数既知形）
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tam [ta: 叫＜飼いならされた〉→ tama ['ta:ma) 

(tamの既知形／複数形）

problem [pru'ble:m] <問題＞ → problemet [pru'ble:met) 

(problemの単数既知形）

hen [be:n] <脚；骨＞→ benet ['be:netJ 

(benの単数既知形）

② <m〉,<n〉の直前の母音に第 1強勢が置かれないとき．

album ['albem] <アルバム〉 → albumet ['albemet] 

(albumの単数既知形）

pronomen [pru'no:men] <代名詞＞→ pronomenet [pru'no:men叫

(pronomenの単数既知形）

③ <m〉,<n〉の直後に別の子音字が続くとき．

dum [de叫く愚かな＞ → dumt [demt] (dumの単数中性形／副詞）

函[s::i叫くそのような〉→ sant [ s::int] (s如 (=sadan)の単数中性形）

B. 重子音字の <mm>,<nn〉の各 1字が脱落する場合

(1) 語中に〔短母音十<mm>+母音〕もしくは〔短母音十<nn〉＋母音〕

の結合を含む語において，屈折・派生により重子音字の直後に別の

子音が続く場合， <mm〉,<nn〉の各 1字は脱落する．

① <mm〉→ <m〉+<C〉:

nummer ['nem:er] <番号〉 → numret ['nemr叫

(nummerの単数既知形）

sommar ['s:,m:ar] <夏＞→ somrar ['s:,mrar] 

(sommarの複数形）

glomma ['glom:a] <忘れる〉→ glomde ['gl0mde] / glomt [glomt] 

(gli:immaのそれぞれ過去形／完了分詞）

→ gli:imsk [gl0msk] <忘れっぽい〉

② <nn>→ <n〉+<c>:

sann [san:] <真実の〉 → sant [sa叫 (sannの単数中性形／副詞）
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kanna ['cen:a] <感知する〉→ kande ['cende] I kant [ ce叫

(kannaのそれぞれ過去形／完了分詞）

→ kansla ['censla] <感情＞

（ただし， kanns[ cens] <感じられる〉 (kannaのs疫：動態現在形）

では <n〉は脱落しない．しかし， gloms[gl0ms] <忘れられる＞

(glommaのs-受動態現在形）では規則通り，くm〉が 1字脱落する）

(2)語中に〔短母音十<mm〉＋母音〕の結合を含む語において，主と

して屈折により重子音字に後続する母音，すなわち語末の母音が

消失すると，くm〉は 1字脱落する． しかし，これは重子音字 <nn>

の場合には適用されない．

glomma ['gl0m:a] <忘れる〉 → glom [gl0m:] (glommaの命令形）

gomma ['j0m:a] <隠す〉 → gom伽m:](gommaの命令形）

komma ['bm:a] <来る＞

しかし，

→ kom [brn:] (kommaの命令形／

過去形）

k血na['i;en:a]く感知する〉 → kann [i;e叫 (kannaの命令形）

注意：重子音字のくmm〉,<nn〉を含む動詞の活用を挙げる．両者
の綴りを比較せよ．

不定詞 現在形 受動態命令形 過去形 完了分詞

gammaく隠す> gommer 

kannaく感知する〉 kanner 

goms 

kanns 
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スウェーデン語音声記号 (IPA) 

子 音
両唇 唇歯 歯 そり舌

硬口蓋 歯茎 前部 後部 （硬口蓋
声門(Konsonanter) 歯茎 硬口蓋硬口蓋硬口蓋 軟口蓋

閉鎖音 無声 p t t k 
有声 b d cl. g 

摩擦音 無声 f s ~ s C fj h 
有声 V j 

側面音（有荊 I l 
ふるえ音 （有荊 r 

鼻音（有向 m n It lJ 

舟音 前 舌 中 舌 後 舌
(Vokaler) 

非円唇 円唇 円唇 非円唇 円唇 非円唇 円唇

外向き丸め 内向き丸め 内向き丸め 内向き丸め

i: y: \¼: u: 
狭 口 廿

I y u 

e: 0: o: 
半狭ロ e 

゜ ， e 

e: 
半広口 e 

a re: re 

広 口 ぉ： re 

超広口 a a: 

本書では [J]の代わりに (fj]を用いる (p.12参照）．
本書では用いていないが，弱強勢音節中で (e]を用いる代わりに[Q]が用いら
れることもある (p.6参照）．

本書では短母音の [e] と [e]との中和された音には (e]を用いる (p.6f参照）．

韻律記号 (Prosodiskatecken) 
[']=アクセント 1十第 1強勢；［` ］＝アクセント 2十第 1強勢； [ i] ==第 2強勢；
［：］＝音長

なお，本文中ではアクセント 1を持つ単音節語のアクセント記号は省略する．
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